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酪肉近の公表に当つて

伊佐地誠
(MAKOTO 

ISAJI) 
農林水産省家畜局

自給飼料課長

H本の政治，経済，社会は，束西冷戦の結焉とともに，バプ）レ崩壊や信用不安等々に

見られるように従来の知識や経験ては測りきれない，これからへの不安を抱えて 7年

El, これまての考えに代わる新しいものが見えてこない苛立ちが社会に充満し，苛立ち

の中て役人批判も強まっている。

農業，畜産もまた同様に先が読み切れない閉塞感に陥っている 。

混沌の時代のなかにあって，昨年末，展産物の需要と生産の長期見通し，酪農及び肉

用牛生産の近代化を図るための甚本方針，家畜及び弟の改良増殖H標が相次いて公表さ

れた。

今，アジアの急速な経済発展等から，短期的にも中，長期的にも食糧需給のひっ迫が

懸念されるなか，長期見通しては，我が国展業の持てる力を最大限，発揮し，意欲的な

目標として供給熱量自給率を現状水準 (44-46%) に維持することを掲げた。

酪肉近ては，流通の合理化笞とともに，効率的て安定的な経営体の育成，環境問題へ

の適切な対応を図るとこととし， この中て，土と草と家畜のバランスの取れた経営体の

育成に重点を置き，経営指標の中に目標となる飼料作の作付面積や，飼料作物の生産に

係る指標を新たに設定する等，土地利用型塁業としての位器づけを更に強めた。

一方て，我が国大家雀経営の実態は，円話による安価な飼料輸入の増大，土地利用集

積の困難性等と言った社会，経済的諸条件が土地利用型畜産を目指す者に必ずしも有利

に働かず，経営者の短期的利益追求行動はややもすれば，加工型畜産の道をめざしてい

るかの感がある。

行政と農業経営者に目標の乖離が目立ち， これの縮少が急務となっている。このため

には，其に土地利用型畜産を展開することが経営的にみて有利となるような経済的動機

づけが必要となる。

経済的動機づけを可能とするのに法律か助成と言った諸制度の改善も考えられるが，

基本は，技術の開発，向上，晋及にある。

このため，例えぱ反収向上，ふん尿の多祉還元技術，畜産と耕種あるいは山林野との

結合による多様な経営形態の創設， これに必要な諸技術の開発，確立と言った諸技術の

開発普及こそ酪肉近を単に机几上の方針に終らせない重要な要索てある。

閉塞した現状を打ち破るに技術に寄せる期待は大きい。

畜産技術 1996年 4月月, o 
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超音波による
脂肪交雑推定法

撫年浩 (TOSHIHIRO N ADE) 

家畜改良センター技術部技術第二課

R 畜産技術 1996年 4月号・

-、
はじめに

牛肉輸入自由化以降， 国内における贖

生産を取り巻く情勢は牛肉の販売価格の距

窟非常に蔽しい状況にある 。このよう1;:

況に対応して行くためには経常の合理化，：

コスト化を図りつつ肉質並びに産肉性の佑

た肉用牛を牛産することが不可欠てある。，、

年，超音波診断技術の発達により，肉用牛i

豚の肥育期間の適正化及び育種改良の効朋

に本技術が大きな効果をもたらすことが桁

の告により明らかとなった。既に，豚にお、

ては超音波診断画像に碁づく産肉形質の特

については高い精度て推定が可能となって、

る。 しかし，肉用牛の脂肪交雑の推定にう1

ては，いまだかなりの熟練を要し，図ー10,

うに脂肪交雑に優れている牛の画像は烈炉

てなければなかなか判断がつかないのが肋

てある。このため、超音波診断画像上て研

肪交雑の状況を客観的に測定する技術の慰

が叫ばれている。以前アーク式電子スキャ、

のカラースキャニングスコープ（海上電気t

を用いて脂肪交雑の客観的推定が可能て~:

という報告があったが，現在普及してい俎

子リニア走査方式の超音波診断装置につじ＇

-. 苔茎:・.. 

一図ー 1 第 7胸椎部の超音波画像

脂肪交雑の良く入った画像

ァ：皮下脂肪イ：背半きょく筋 ウ：胸最長筋エ：＂

ォ：第 7助骨

--



薗 i交雑の客観的評価法がなく， ff種改艮等

への利用妊砂米たしているのが現状てある。

このため，今lnl, I: 業分野等て‘コンビュー

虹 夕処理により写具守の画像における 1hi栢，色

~\. 等種々の評価に用いられる画像鮒析装府を用

い， ll:fにての ,~1 川牛の超酎皮診断画像におけ

佑＇ る脂肪交雑の客観的評価に応用が可能かどう

かについて検討した。

it. 

平
』 材料及び超音波診断法

杓 供試'I ーには、~H毛禾II種L勢肥ii牛28頭， ll 本

お 短附鱈勢肥有'「015頭及び IJ本短角種酪殖雌

...I t・l5頭の合社58頭を片jいた。 iffll定）j法は超粁

波診断装笛として';lj:— f リニア走·*方式の富 I:

平製スーパアイミートを川いた。測定部位は

り；岬骨やや後ろの第 7胸椎に相‘りする部位と

似 し、当該部位を剪毛し食用油を捨布してプロ

I 
嗚 ープの密ti性を高めた上て測定を行った。測

虜 定条件は供試牛の測定時体重により述距離ゲ

)~~I インについては1.3から 1.5,近距離ゲインに

ついては14及び15, ゲインについては50から

60の範囲とし，フォーカスは2・3・4とした。

測定の際ロース芯が判定てきたところて超

9

,

 

ヽ
., 

9・ 已
し

• ＇ 図ー 2 画像解析装置
AVIO-SPSOO 

1-Y波診断両像をフリーズ（停止）し，デジタル

オーディオテ‘‘ッ キ（アイワ製MMD-B50)を用

ぃDATテープに如議診断画像を録画した。

脂肪交雑推定方法

画像解析装附にオリンパス製AVIOSP 

500 (似j2) を用い，次のような方法て｀超行

波診断11Ti1f象の画像処理を行った。

1)画像解析装匹のモニター画面上にDATテ

ーフに録圃した超酎皮診断画像を再生する。

2) カラー圃像人）Jにより画像解析装四に超

('i'i皮画像を，；亡臆させる。

3) 2値1ui1f象処J:刑によりロース芯輪郭をマウ

スによりトレース，内部を塗りつぶす（以ド

「マスク処理」という）。

4) i農淡画像処理によりマスク処理した部分

（ロース芯）について平均羅度（明るさの度

合い）を測定する（似1-3)。

5) 2値画像処理により第 7肋骨を同様にマ

ウスによりトレースし，マスク処理する。

6) 沿淡画像処理によりマスク処理した部分

（第 7肋骨）について平均輝度を測定する。

次に超音波測定した1共試牛枝l会］から超音波

診断部位に相当するロース芯（胸最長筋）を

採取し，脂肪交雑をより客観的に現す数値と

して， そのサンプルのエーテル抽出による粗

脂肪含祉を測定した。

図ー 3 ロース芯内の平均輝度の測定

畜産技術 1996年4月¥;・ 8 



画像解析装湛により求めたロース芯及び第

7肋骨の平均蝉度を独立変数とし， また，超

音波測定部位のロース芯の粗脂肪含偵を従属

変数として重jllj帰分析を行った。

結果及び考察

独立変数をロース芯及び第 7肋骨の平均輝

度の 2項 Hとした場合，重相関係数0.74とな

り、直lnJ帰式Y-=0.07547Xl-0.10817X2+

19. 43071 (Xl : ロース芯の平均薙度， xz:第

7肋骨の平均耀度）が得られた（図ー 4)。

また、独立変数を第 7助骨の平均薙度の 2

乗を加え 3項目とした場合，重相関係数0.77

となり，重回帰式Y=0.07925Xl-0.36517X

2 + 0 . 00078X2汗 38.4669が得られた（図 5)。

これらの結果からロース芯内の粗脂肪含拭

が多いはど超音波診断画像上てのロース芯内

の蝉度が高くなる傾向があることが明かとな

った。超音波の特徴として超音波が物111中を

進行していくとき，異なる物質があるとその

境界面て反射が起こり，超音波診断装区はそ

れを受信して画像上に現すことから、生体て‘

は筋肉組織内の筋束と脂肪交雑の存在により，

超音波が筋肉と脂肪交雑の境て反射し画像と

して現されることになる。このためロース芯

2
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椎定粗詣肪含量（％）

図ー 4 超奮波診翫による撞定粗脂訪含量と理化学分析
による粗願訪含量との関係（独立変散 2項目）

Y =0.0754 7X1-0.10817X2+ 19.43071 
r-0.74 
y : 遅化学分析による粗朧肪含量

X1 : ロース芯内の輝度
X2: 第 7肋骨の輝度

22 26 

内の粗脂肋含址は超音波診断画像に影胃を

え，粗脂肪含祉の割合が多いはどロースサ

て超音波の反射が頻繁に起こり，ロースt
の輝度が品くなるものと思われる。

ー）i, 肋骨の輝度については粗脂肪含1:

多いほど低くなる傾向があることが明かじ

った。 このことは超音波が肋骨に逹する::

筋肉や脂肪を通過する際，脂肪交雑が多い，

ど）又射や吸収が頻繁に起こり滅哀するたり

結果的に弱いエコー輝度の画像になる ~ 0:

思われる。

おわりに

今圃の結果から画像解析装習を用い，ぽ

波診断画像上のロース芯内及び肋骨の藉粗

測定することにより牛生体ての脂肪交維〇

定が高い精度て行えることが示唆された。~

かし，本技術の実用化に際しては推定精射

更に向上させる必要があり，今後のデータI

集梢を図りながら引き続き調査研究を観w
いきたいと考えている。

また，今後はこれら超音波診断技術を龍

分野における種雄牛の造成及び繁殖雌牛O'JJ

定等へ積極的に活用していきたいと考えてし

る。
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による粗詣訪含量との関係（独立変徴3項目

y.。.07925X1-0.36517X2+0.00078氾'+38.4669
r-。.n
y : 理化学分析による粗脂肪含量

X1: ロース芯内の輝度
X2: 第 7肋骨の輝度
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ブロイラーヒナ
における
低タンバク質
アミノ酸添加
飼料給与による
排泄窒素の低減

", 
山崎信(MAKOTOYAMAZAKI) 

晨林水産省畜産試験場栄養部

噌

Io

はじめに

近年，環境問題に対する関心が品まってお

り，畜産の分野においても例外てはなく，家

畜，家禽の排泄物による環境への負荷が問題

となっている。これら，家畜の排泄物の問題

を解決していくためには，堆肥 I::.して積極的

に上壌へ遠元していくことが重要て‘あるが，

同時に，家畜，家禽から排泄される党尿旦，

ならびに，窒索， リン，重金属などの祉を低

減し，環境への負荷を小さくすることも重要

と考えられる。

最近は，淮体アミノ酸の飼料添加物として

の利用がllf能となり，その価格も低下してき

ている。それにともない，単体アミノ酸を用

いたプロイラー飼料の低CP化に関する研究

が行われてきた。 Waldroup初は，リジンお

よびメチオニンを添加して必須アミノ酸要求

旦を満たしたCP19%飼料を 7から 17日齢の

雌ブロイラーヒナに給与することにより， CP

24%飼料を給与した賠と同等の増体旦および

飼料効率を得ることがてきたと報告している。

ParrとSummers2>も， 10種類の単体アミノ酸

を添加して必須アミノ酸要求乱を満たした

CP16.5%飼料を 7から 12B齢のプロイラー

ヒナに給与することにより，対照飼料 (CP

23%) を給与した鶏と同等の成長が得られた

と報告している。これらの結果から，単体ア

ミノ酸を用いた飼料のCP化が可能てあるこ

とは明らかてある。しかし，低CP化によって

どの程度排泄窒索祉が低減されるかについて

は明らかにされていない。

そこて，単体アミノ酸を添加して必須アミ

ノ酸要求乱を満たした低CP飼料を調製し，プ

ロイラーに給与することにより，排泄窒索祉

がどの程度低滅て｀きるかを検討するとともに，

排泄窒索且低減時の増体屈および体脂肪蓄積
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などの生産性に及ぼす影郭についても併せて

検討した”のて‘， その概要を紹介する。

材料および方法

CP23%の市販飼料を給与した市販の雄ブ

ロイラーヒナ（アーバーエーカーフ ジ）を用

いて 2[ulの飼養試験と出納試験を行った。試

験 lては，必須アミノ酸含塁が H本飼養標

準4)の要求祉を満たしたCP23,21, 19および

17%の 4飼料を調製した（表 1)。実際の調製

ては，まず始めにCP23%およびCP17%飼料

を調製し，その後両飼料を 2: 1あるいは

1 : 2の割合て混合してCP21%およびCP19

％飼料を調製した。これらの飼料のうち， 日

本飼養標準4)の推奨するCP含量のCP21%飼

料を対照飼料とした。 1飼料に 2羽 5反復の

表 1 試験飼料の組成（％）

-. 

10羽を割り付け，合計40羽を用いて 7かり

ロ齢まて‘‘それぞれの飼料を自由摂取させ~~

養試験を行った。

試験 2ては，さらにCP水準を低下させt:.

合に，試験 1と同様の結果を得ることがで

るか否かを確認するため行った。供試麒，

アミノ酸含址がH本飼養標準4)の要求位を，

たしたCP19,17および15%の 3飼料（表l

てあった。試験 1と同様， CP19%およびC

15%飼料を調製し， その後両飼料を混合し'.

CP17%飼料を調製した。試験 1と同様頃

付けた雄プロイラーヒナ30羽を用いて， w
ら28日齢まて飼養試験を行った。 I 
両試験ともに，試験飼料の代謝エネルギー

(ME)は3.lkcal/gとした。試験開始後1,

目から11日目にかけての 4日間の排泄物〇ム

試験 I 試験 2

飼料原料 CP23% CP21% CP19% CPl7% CP 19% CP 17% CPISl1 

トウモロコシ 57.78 64.55 71 .31 78.07 67.81 74.36 80、%
大豆粕 33.92 27.32 20.73 14.14 24.43 17.30 10.1' 
魚粉 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 3.00 
大豆油 2.64 1.84 1.03 0.23 1.54 0. 77 
リン酸水素カルシウム I. 17 I .23 1.29 1.35 I .26 I .33 |刈

炭酸カルシウム 0.88 0.89 0.91 0.92 0.90 0.91 0.91 
DLーメチオニン 0.22 0.28 0.34 0.40 0.31 0.38 O.ll 
Lーリジン塩酸塩 0.14 0.28 0.42 0.14 0.33 0.111 
Lーアルギニン 0.16 0.32 0.48 0. 17 0.39 0ぷ
Lートレオニン 0.07 0.14 0.20 0.05 0.16 0.2i 
Lーイソロイシン 0.06 0.12 0.18 0.12 0.1↓ 

L—パリン 0.03 0.06 0.09 0.07 O.ll 
グリシン 0.02 0.04 0.07 0.10 0.1u 
Lーフェニルアラニン 0.01 0.02 0.03 0.08 O.li 

Lートリプトファン 0.01 0.02 0.03 0.03 0. 岱

セルロース 0.28 紐

塩化ナトリウム 0.24 0.24 0.24 0.24 0.24 0.24 0.11 

ピタミン・ミネラル混合物I) 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15 0. 15 0.1: 

分析値

代謝エネルギー(Kcal/g) 3.00 3.05 3.02 3.05 3.14 3.11 3.1 

粗タンパク質（％） 22.5 20.6 18.4 16.8 19.5 17.6 15.i 

I): ピタミン・ミネラル混合物は、 I kgあたり ピタミンA2,666, 6671U, ピタミンD3400, OOOIU, 酢酸DL-a--トコフェロール1偽i
酸チアミンI.7g, メナジオン亜硫酸ナトリウムI.Og, リポフラピン3.3g,塩酸ピリドキシン 2g, ニコチン酸33.3g,D—パント：
酸カルシウム13.3g,塩化コリン200g,葉酸1.3g,シアノコパラミン20mg,Dーピオチン0.2g,硫酸マンガン73.3g,硫酸鉄5.4ii
酸銅2.Sg,炭酸亜鉛16.7g, および ヨウ素酸カルシウムO.Sgを含む。

0 畜産技術 1996年 4月号
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, s. 乱を採取し，窒索m納を測定した。試験終 r
;t 時に，各[?{から平均1本m:に近い 6羽を選び，

腹腔内脂ij/j前:,lを測定した。飲水は flrhとし，

l:l1 6iJ養只境はバタリーケージ，哀境温度は25℃,

ll'' 光線管理は24時間照明に設定した。

)!;1 結果は， SASによるDuncanの多吼範囲検

をl 虚ヽ法5)により平均値間の差の検定を行った。

i: 

J
 

しヽ"，
 

,． し

cヽ”
 

結果

試験 l

飼養成紐および排泄窒索屈を表 2に示した。

U: CP17%区の培体煎はCP23および21J区に比
I 

べて有訟に低かったが， CP23,21および

キ 19%区間に差は認められなかった。飼料摂取

乱は，飼料のCP水準の低下とともに滅少する

傾向がみられたが，いずれの区間においても

有意差は認められなかった。飼料効率は， H 

袢］養標準•>のCP要求屈てある 21% を下 lwJ

るCP19および17%区においても低下は認め

られなかった。 1本亜100gあたりの腹腔内脂肪

成1.1:は，飼料のCP水準の低下とともに増加

し， CP23および21%区と CP19および17%区

との間に仔意差が認められた。排泄窄索祉は，

飼料のCP水準の低下とともに布訟に滅少し，

各区間て打、な差が認められた。CP21%区の排

泄宅索凪を100とした場合， CP19,17%区の排

泄窄索屈ははそれぞれ84, 57となった。窒索

の蓄梢率（括柏窒索址／摂取窒索祉）は，飼

料のCP水準の低 FとともにH応に r.外した。

.;:rt験 2

飼投成紐および排泄宅索祉を表 3に示した。

増体址は各区間て有琺差は認められなかった。

飼料摂取屎は飼料のCP水準の低ドとともに

増加する傾向がみられたが，いずれの区間に

も有稔差は認められなかった。飼料効率はCP

15%区がCP19%区より有意に低かったが，

CP17%区と CP19%区との間にH意差は認め

られなかった。体軍100gあたりの腹腔l村脂肪

重lil:は，飼料のCP水準の低下とともに増加

し， CP19%区と CP15%区の間に打意差が認

表2 ~ 料のCP水準が 1から21日齢の雄プロイラーヒナの成長およぴ窒素出納に及ぽす影響（試験 1)

開定項目 CP23% CP2 I % CP 19% CPI 7% pooled SEM 

17.9 

23.7 

1.18 

0.104 

0. 152 

0.83 

増体量(g/14日） I) 562•3> 546" 5298b 476b 
目料摂取量(g/14日） I) 800 817 806 740 
飼料効率(%)ll 70. 4• 66.8b 65.6b 64,3b 
血内脂肪重量(g/lOOg体重）2) I. 17b I .03b 1.51・ I .65° 
排泄窒素量(g/4日） l) 3. 93• 3.26b 2. 74c 1.86d 
塁素蓄積率(%)'> 60. 9• 66.Qb 67 .Ob 73.5" 
) : n: 5 
1): n= 6 

3): 異符号間に 5%水準で有意差あり 。

表3 届料のCP水準が14から28日齢の雄プロイラーヒナの成長およぴ窒素出納に及ぽす影響（試験 2)

滉定項目 CPl9% CPl7% CPIS% 
増体量(g/14日）＂ 771 811 753 
国科摂取量(g/14日） I) 1319 1405 1437 
印科効率(%)1> 58. 3•3> 57,7a 52.2b 
履腔内脂肪重量(g/lOOg体重） 2) I. I Jb , . sa•b I .90a 
排泄窒素量(g/4日） I) 4.078 3. 7 J•b 3.33b 
塁素蓄積率(%)'' 69.4 70.7 71.3 
I)・n= 5 
2) : n= 6 

3) • 異符号間に 5%水準で有意差あり。

pooled SEM 

40.3 

47.5 

1.45 

0.151 

0.431 

0.79 

釦角技術 1996年4月号, f) 



められたが， CP17%区との間には有怠差は認、

められなかった。排泄空索屈は，飼料のCP水

準の低下とともに布意に滅少し， CP17および

15%区は， CP19%区に比べてそれぞれ 9%,

18%の滅少となった。窒索の蓄積；手出は，飼料

のCP水準の低下とともに ．卜外する傾向が認

められた。

考察

試験 1において，単体アミノ酸を用いて必

須アミノ酸を満たした低CP飼料 (CP19%)を

給与したところ，日本飼蓑標準4)のCP要求且

てあるCP21%区と同等の増体乱と飼料効率

を示した。試験 2においても， CP17%区にお

いてCP19%区と同様の成紹を得た。これらの

結果は， CP19%飼料にイ頃足する必須アミノ酸

を添加することにより CP23%飼料を給与し

たヒナと同等の成長を示すことを明らかにし

たWaldroup1>らの報告と一致した。これらの

ことから，通常の飼料原料を用いて配合した

飼料のCP含屈を 2%程度低下させても，単体

アミノ酸を添加して必須アミノ酸要求址を充

足すれば，飼養成績は低下しないことが明ら

かとなった。

しかしながら，本試験（試験 1)のCP含祉

をさらに FげたCP17%区ては， CP21%区に

比べて増体祉が低下した。これまてのプロイ

ラーヒナを用いた試験において，飼料のCP含

祉を 5%以tの大きな幅て下げた場合，ィ泊足

するアミノ酸を添加しても飼養成績は低下す

ることが報告されている 6,7)。一方， Parrと

Summers2>は 7から21日齢のプロイラーヒ

ナを用いた実験て， 10種類の単体アミノ酸を

添加してCPを16.5%まて‘低 Fさせた飼料に

おいてCP23%飼料と同等の増体祉および飼

料効率を得ることがてきたと報告している。

単体アミノ酸添加による低CP化の限界につ

R 畜産技術 1996年4月り・

いてはさらに検討する必要がある。

本試験ては方法の項て示した飼料調製注，

ため，試験 1のCP19%飼料，試験 20), 

17%飼料ては， 9種類の単体アミノ酸を蘭

する結果となった。 しかし，通常の飼科肌

を用いてCP19%の飼料の配合を行うにあ:.

っては， これら 9種類の単体アミノ酸令て．

添加する必要はなく，メチオニン，リジン

用いれば卜分配合設計は可能てある。

給与する飼料のCP含祉を 2%程度 f'W

ィ直足する必須アミノ酸を補うことによって，

発育成紐を低ドさせることなく排泄窒紺u
10-20%滅少てきる可能性が示唆された。：

れは，低CP飼料給与区における，摂取窒

の減少と窒索蓄積率の改善による排泄窒嘉t

減少が主な要因として考えられる。

試験 1において， CP19%飼料を給与しIJ

の排泄窒索見を100とした場合， CP17%卸

給与区の排泄窒索址は68となった。これば

し，試験 1よりも週齢の遅い競を用いた鵡

2ては，同様にCP19%飼料給与区の排泄窒r

旦を100とすると， CP17%飼料給与区て伐

となり，週齢により排泄窒索埜の低滅割合；

変化することが示唆された。このことにつ，

ては，週齢の巽なる鶏を用いてさらに検泊

る必要がある。

SummersとLeeson8>は，リジンおよび炉

オニンを添加したCP20%飼料を雄プロイ；

ーに初生から 4週齢まて給与したところ， 月

体凪および飼料効率はCP24%飼料を給与し

た競と同等てあったが，腹腔内脂肪重釦:t

意に増加したと報告しており，本試験にお，

ても試験期間や飼料CP含祉は異なるものり，

低CP化にともない脂腔内脂肪危祉が増炉

るという同様の結果が得られた。

飼料中のエネルギーとタンパク質の比， ：

なわちカロリー・タンパク竹比 (C/P比） t 

I 
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変化させると体組織が変化するという

Fraps9>の報告以米， Jacksonら10)をはじめ多

くの研究者が飼料中C/P比と腹腔内脂肪頂

位あるいは1本脂肪抗との間の関係を報告して

いる。これまての研究を総合すると飼料工ォ、

ルギー水準の増加，あるいは飼料タンパク質

水準の低下によるC/P比の上昇により 1本脂

肪が増加することが明らかとなっている。本

試験て用いた試験飼料も低CP飼料ほどC/P

比が高くなっており， これが腹腔内脂肪直祉

を増加させたと考えることがてきる。

FancherとJensen1>は， 3週齢の雄プロイ

うーを用いた 3週間の試験において，低CP飼

科に5.4%グルタミン酸を添加することて腹

腔内脂肪爾旦を有意に低減てきることを示し

た。このことから，低CP飼料給与による脂肪

t:I 蓄積の増加の機構は次のように推察される。

飢 すなわち，品CP飼料給与時ては，蛍白質の合

I 
ば 成に利用されない余剰のアミノ酸を分解し，

拭〗 体外に尿酸として排泄するためにエネルギー
I 
苔！ が消費されるが，低CP飼料給与時ては余剰の

I 
心1「 アミノ酸が少なく，分解に消費されるエネル

伶i ギーも少なく，エネル｀
I 

キーが脂肪蓄積に回さ

か れたものと考えられる。

今後，飼料の低CP化による排泄窒索蘭の低

滅にあたっては， これら体脂肪の過剰蓄積の

対 制御を併せて検討することが必要てある。

ィ；
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技術情報1
l . はじめに

家畜改良センターて‘`は平成 4年秋か：

「BLUP法アニマルモデル」による乳用怜

全国評価を行っています。WTO体制のも：

て`祉界的に農産物流通の自由化がすすめらt.

厳しい競争が行われていることは周知の通h

て‘すが，酪農業界ては製品だけてはなく生き

資材てある精液・卵などの迫伝子資源につ＼

ても世界的な厳しい競争下にあるのが現桁

す。自国の乳牛の迫伝的な優位性を保つふ

は，生産コストを下げるため， また遺伝子り

輸出によって自国の酪農経済を潤わせるt:り

に必須て‘｀あり，酪農先進各国ては正確な遥t

を通じてこれを実現するため，「BLUP法7こ

統計的手法を用いた

遺伝的能力評価概昌

安宅倭(YAMATOAT AGI) 

農林水産省家畜改良センター技術部情報分析課

⑩ 畜産技術 1996年 4 月号•

マルモデル」を用いた能力評価が行われて1

ます。従って能力評価について理解を深机

ことは， 日本の酪晨が世界て‘‘生き残って引

ために大切なことてあると考えられます。

こうした考えをお持ちの方が多数いらっ

ゃるのを裏付けるように，「アニマルモデJv

は何か」，「どのようにして評価値を計算L

いるのか」，「もっと詳しく，かつ易しく鮨

評価について解説してほしい」といった叶

問が家畜改良センターヘたくさん寄せられ

おります。そこて多くの畜産技術者の方州

まれています本書をお借りしまして解設

いと思います。

2 . 遺伝は偶然と可能性の世界であi

ある農家の方からこんな質問を受け炉



tell-~ 

があります。「お宅の評価値によると，乳籠て‘‘

雄牛のトップが十700kg,雌牛のトップが＋

悶 1, 600kgだが，足して 2て割ったのが子供の

t~ 能力だとすればそのベストカップルをもって

も（ しても+1, 150kgの子供しかてきないから，現

らt 在トップの雌牛を越えることはてきないては

通り＇ ないか。」私を含め多くの方が，能力評価を理

生危 解しよ うと勉強を始めるときに，必ずこうし

つ1

ノ
ー状

t疑問にぶつかっているようて‘‘， ときには，

「足して 2て割った値になるわけがない。」

と，おしかりの言葉をいただくこともありま

務rす。

-( 

灼＇ 結論からいうと乳量のような多くの量的形

遥t 質ては，子供の遺伝的能力が必ず，親の評価

7こ 値を足して 2て割った値になるとは限りませ

ん。しかし非常にたくさんの事例を調べれば，

平均的には足して 2て割った値になり， そこ

からかけ離れた能力を持つ確率は少ないと考

~ 1られています。つまり 「鳶が鷹を生む」の

屑 誼通り，足して 2て割った以上の子供が産

iれる場合もありますし，逆に期待された能

，てI' 力の半分ぐらいしか遺伝的能力を持たない子

場！ 出産まれるわけて‘す。こうした現象は，精

エー ションがあります。そうしたたくさんの

卵と精子の中から，偶然の支配によってある

1組が合体して 1頭の子供が生まれるのてす

から，両親の能力を足して 2て割ったものが

必ず子供の能力になると考える方がむしろ不

自然てあるといえるて‘しょう。

ちょっと話が難しくなってしまいましたが，

扮

馴＇＇子や卵がてきる仕組みをよく考えると理解て‘

さいす（図 1, 2)。乳量などの遺伝は，血液

バ ＇ 型や遺伝病のように大きな効果を持った少数

りv: /J)遺伝子に支配されているのてはなく，小さ

且（ な効果を持った遺伝子がたくさん作用して起

稲t こると考えられています。作用する遺伝子が

！ゞ 多数あるためにその遺伝子すべてを固定する

ぷ IJ)ははば不可能てあり，ホルスタイン種のよ

賃 うに品種として固定された場合てもその泌乳

孔:'能力にかかる遺伝子すべてが固定されてはい

ません。よく知られているとおり，卵や精子

は非常にたくさんてきます。 そうしたたくさ

んのり肘や精子は平均的には親の能力の半分を

し＇ぶ 子供に伝えますが， そこにはある程度のバリ

（精母細胞）

>]
~~ 

1B]巴口巴〗
噂竺巴巴巴
直巴戸巴[
N [BJ巴巴巴

（精子細胞）

図 1 親から子への遺伝能力伝達の仕組み

減数分裂によって親の生殖細胞から配偶子が作られる様子を．

雄の例で図示した。 ABC及びab cは同一の形質に関する遺

伝子を表し．大文字の遺伝子は各々 +Iの効果を持つのに対し

小文字の遺伝子は効果なし (0の効果を持つ）とする。一つの

精母細胞からは減数分裂によって 4つの精子細胞が作られ，こ

の例では 4通りの分裂パターンが考えられる。実際には遺伝子

AとBは同一の染色体上にある（連鎖している）ため, Ill、IV

はAとBの間で組み替えが起こった湯合にしか出現せず．その

確率は I, IIより小さいが．遺伝子座がたくさんある場合には

この影響は小さくなると考えられることから．以下の解説では

あえて連鎖している点を無視し．すぺてのパターンができる確

率を同じとして考えることにする。（この連鎖に注目し．遺伝子

マーカーを使って経済形質に関係する遺伝子を探る取り組みが

始まっているが．これについては本誌 1月号の特集を参照され

たしヽ 。）

親は精母細胞上の遺伝子型から十 3の能力を持っている。こ

れに対しできた精子細胞に伝えられた能力は+3と 0が 2

っ.+ 2と+Iが 6つで平均的には(3X2+2X6+1X6+

0 X 2) + I 6 = I . 5, すなわち親の能力の半分が子供に伝えられ

ることになる。雌の場合には一つの卵母細胞から 1つの卵細胞

と3つの極体ができるが．ほぼ同様にして親の能力の半分が伝

えられることがわかる。

畜産技術 1996年4月号 R 



乳祉などの形質ては， その遺伝現象に偶然が

大きく作用していることは理解していただけ

たかと思います。遺伝 fそのものの分析はま

だ始まったばかりてあり，遺伝［樽入（トラ

ンスジェニック）技術も家畜ては実用化の域

に達していない現在ては，育種改良を進める

上て偶然の支配を免れることはてきません。

しかし，追伝的能力が高い親からてきた卵や

精 fは，能力の低い親に比べて高い能力を伝

える llJ能性が祁いため（図 3)'次の 1仕代を残

す時には選抜によってより迫伝的能力の高い

ものを親として fを生産し，次の世代を集団

ー

精子細阻 卵細抱

巳〗巳巳賣］
~/~/ 

受精卵

I 
精子細胞 卵細抱

巴BJB][0] 
~/~/ 

受精卵

精子細抱

受精卵

＂ 精子細脂

受精卵

卵繍抱

卵細飽

図 2 受鶉靡の形成

1つの精子と 1つの卵が合体することにより個体の発生が始

まるが．両親が図 1の遺伝子型であるとして．できた卵と精子

の合体バターンを 4つ示した。 1は+6 (親の能力の倍）の能

力を子供が持つケース．②は 0 (親の持つ能力が全く伝わらな

い）のケースだが．この組み合わせが実現する確率は各々 1/8

XI /8 = I /64と一番小さい。ついで+Iまたは十 5になる

ケースが各々 6/64,+ 2または十 4になるケースが各々 15/64,

Illや IVのように+3 (両親を足して 2で割った値）となる確率

は (I/ 8 X I / 8 + 3 / 8 X 3 / 8) X 2 = 20/64となる。

従って．両親の能力を足して 2で割った値が子供の熊力となる

可能性が一番高い。

として前の 111:代より「迫伝的に改良」 L:

るのてす。先に述べたように， どんな1冷．

を押し進めたとしても多数ある追伝 f!J)すヽ

てを固定することはなかなかてきないたり，

家畜の集団には常に能力的なバリエーシ3、

が存在し，偶然が支配するが故に選抜が

てしまうと次の批代が前の枇代より迫曲

後退する可能性もあることから，家釦註

い指標によって選抜を続け，集団の退総

力を持続的に改良する必要があります。 1.l

具体的に評価値を使った選抜計画のす．砂

ついては以下の文献をご参照下さい。

(1) 乳用牛の改良と能力評価Q&A

家畜改良センター 監修

家岳改良事業団 発行

(2) 牛の能）J評価値の見方と交酋at画が'.:

方 ①及び②

酪展事情 1995年10・11月号

(3) 乳牛の改良一交配種雄牛選定の基本I:'

いて

家岳診根 1995年11月号

（精母織詣）

1 ビ長〗B巳
（精子繍詣）

図 3 能力の異なる偏体からできる配偶子の比煎

図 1より +Iだけ能力の高いケースを想定して，減徴吐

よってできる精子の遺伝子型を示した。この場合は Aがホそ，

ので．分裂バターンは 2通りで．伝えられる能力の平均1:()1

2+2X4+1X2) +8=2となり，図 lょり高い。

・畜産技術 1996年 4J砂



3. 客親的に遺伝的能力を推定する

正しい選抜は客観的な正しい指椋に格づい

て行う必要があります。tii)席て述べたように，

乳hしなどの iil:(Jり形nの迅伝ては偶然によ って

支~I'. される部分が相‘りあることから，あるて

心よとまったデータを一度に処理しなけれ

ば正しい指椋を得ることがてきません。

ところて家岳のhl:fl勺形質について， その俊

劣を決定しているのは追伝的能）Jだけてはあ

りiせん。実際には，飼投管理などの非追伝

的な閑境効果と迫伝的な効果の 2つが作川し

て，実生産:1tが決まっているのてす。従って

追伝的な指標などを得るためには，実牛産.111:

から閲境要［大1を取り除く必要があります。植

物の育種や小動物の育種ては環境要因を一定

にそろえたテ‘‘ータを大祉に得ることがてきる

U>, 得られた表型値（実生産址）をそのま

i選抜に利用することがてきます。 しかし，

1頭の雌牛から生まれる f供の数が極端に少

ない牛の場合こうした実験室的なデータを大

位に得ることは困難てあり，非常にコストの

かかる作業になります。

そこて生産現場のデータをうまく補正して，

退f公的評価値をJt算し， それを選抜の際の指

図 4

椋にしようという考えが生まれました([';(]4) 

I ;; い換えると，}.;_:, しの視場データを処理する

ことによ って牛が持っている繁殖 I-.のハンテ‘‘

をのりこえようとしたのてす。乳川牛の育種

てこうした考えを 4 番拍初に取り人れ，成功

したのが米国てす。米国はそのスケールメリ

ットと， Ill:界てもっとも進んだ統，n学の知兄

を牛かし，カナダとともに，ホルスタイン種

のもともとの）原産'"'てあるオランダをもしの

ぐ北米ホルスタイン集団を作り上げました。

こうした成功例から兄ても，現場テ‘‘ータを用

いた拌価値による選抜が間違った F法てはな

いことがわかります。

表型イ1ti.の補正法には， 一定の係数をかける

などの前補止による方法と BLUP法アニマル

モデルによる方法とがあります。次窄以後，

補正の方法について解説することにします。

4 . 表型値の前補正

アニマルモデルの計互に入る前に，一定の

係数を釆じたり， 一定の条件を満たした場合

に定数を足したりり 1いたりして表型値を補正

する方法を前補正と言います。

乳祉を例にとると分娩時月齢の効果は，我

が国を含めた枇界各国て一定の係数を乗じる

方法が採用されています。我が国ては月齢と

産次の異なるテ‘‘ータをすべて初産の26ヶ月に

補正するため，例えぱ 2産の40ヶ月のデータ

には0.845という係数をかけています。 1より

小さい数字をかけることによって，加齢によ

って乳乱が増えた分を補正しているわけて‘す。

このほか様々な乳用種が混在し，乳肉兼用

種の生産も盛んなオランダては，雑種強勢の

効果が足し窃によって補正されています。し

かし，米国 ・カ ナダ ・日本の場合はホルスタ

ィン種だけて‘評価を行っていますのて‘，こう

した補正は行ってい ません。

畜産技術 1996年01号



5 . アニマルモデルによる補正

前補正によってある程度整えられた表型値

は最終的に， BLUP法アニマルモデルという

方法て補正され，遺伝能）Jの評価値が計JJさ

れます。この名前の中に「モデル」という言

葉が入っているのは，次のような「統計モデ

ル」を想定して計算を行うためて｀す。

y=μ+{3+u+e 

ただし， y=前補正後の表型値

μ: 全平均

13: 環境（非遺伝的な）効果

u: 個体毎の追伝的能力

e: 誤差（その他の効果）

式て表すと非常に難しく見えてしまいますが，

これを，

y-μ={3+u+e 

と変形してみますと，表型値の全平均からの

差は，飼養管理などの環境の効果，遺伝的な

効果，誤差の和て表されると考えていること

がわかります。そしてこのモデル式に甚づき，

中学て習う連立一次方程式と似た要領て，混

合モデル方程式という連立方程式を立て，前

補正後の表型値を代入して解けぱ，全平均，

環境の効果，遺伝の効果，誤差がいくつにな

るのかを求めることがてきるのてす。なおこ

こては，環境効果も，遺伝的能）Jも，誤差も，

相対的な値てある点に注意が必要て‘す。

環境効果，遺伝的能力，誤差の各効果の解

の平均値を甚準値（ベース） として，方程式

を解いた結果をもう一度はじめのモデル式に

代入してみることにします。ある個体の 1乳

期の前補正後の乳量が8,500kg,計算された全

平均の値が7,200kgてあったとすれば，表型値

の全平均からの差は+l,300kg,つまりこの記

録は平均より 1,300kg高いといえます。一方，

環境効果，遺伝能力，誤差の計算結果は， こ

・畜産技術 1996年 4月り・

の北録がなぜ平均より 1,300kg砧いのかti¥

明しており， その原因を効果別に関耽

果十800kg,迫伝的な効果+300kg,誤恙．

kgといったように具体的に数値てぶして(r.

ます。今例ぷした数値を 2番LIの式に当て‘

めると，

（乳址）8,500kg-(全平均）7, 200kg:.:: (環境娘

800kg+ (迫伝効果） 300kg+ (誤差） 200kg 

となります。結果をもう一度モデル式暉

すればその左辺と右辺の値は必ず一致しt
言い換えると，モデル式の左辺と右辺哨[:

一致するように方程式を解いているのです，

I BLUP法アニマルモデルには，方程式姓

み立てる際， より正しい解を求めるためH

を2つしています。 1つめは，遺伝能力が

を求める際に， fの遺伝的能力が両親の和

に近い1直となる可能性を甜く，逆に離れu
となる 11J能性を低くしてある点， 2つめ比

効果として取り上げなかったその他の効見

ついても，統計学的に仮定に基づいた誤差，

効果として考慮している点て｀す。こうしl:I

夫によって，単純にJi程式を立てた場合；I

もより正しい解が得られるようになって屈

のて‘す。また血緑は，種雄牛の乳籠の追飼

能力のように表型値を持たない個体の遺伝[

力を推定するのに役立ちます。すなが1

BLUP'i去アニマルモデルては，表型値を持'

個体だけてなく，種雄牛や肉用牛のf取り

雌牛のように表型値を持たない個体につじく

も，必型値を持っている個体から，血籍が

して遺伝的能力を推定することがてきる釈

す（図 5)。

ただし，必型値を持たない個体が，表~i
を持つ個体と同程度に正確な評価値を得が．

めには， より多くの血緑が記録を持つ個似

の間て結ばれている必要があります。従')~

種雄牛の場合には，後代検定によって一彫
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いまった数の後代牛を生産すれば十分に正

藷な評価値が得られるのて‘すが，記録のない

雌牛の場合にはETてまとまった数の後代牛

を一度に生産しない限り， その評価値の正確

性に注意する必要があります。

非常に難しい話もいたしましたが， it算の

甚本は小学校の鶴屯算や中学校て習う連立一

次方程式 (x,Yの2つの値を 2つの方程式を

使って解く） と同じて` す。 しかし解く方程式

の数は全く違います。中学校て習った連立一

次方程式ては求める解は 2つ，式も 2つて州^

翫したが，遺伝能力の評価となると，家畜

改良センターの平成 7年秋の評価て‘約490Jj

惜という膨大なガ程式を計算することになる

ため，とても電卓やパソコンては計算てきま

せん。そこて，計算能力に優れたスーパーコ

ンビューターを用いているのてす。

なるべく簡準に述べたつもりてはあります

が，どうしてもわかりづらい解説になってし

iった点をお詫びします。 しかしすべてが理

翫きなくとも，遺伝が偶然と可能性の世界

てあるということを理解していただきたく思

います。

6 . 世界中で採用されているアニマルモデル

1980年代， 胤界の酪混先進各国て｀は牛群検

定が定花し，大1{:の現場テ ー`タが国家レベル

て収集されるようになりました。そして乳用

牛を改良するための選抜指標を，統計学的な

手法を用いて計刃するための研究が進められ

ました。

様々な統計学的手法を用いた迫伝的能力評

価法の中て，現在もっとも優れていると考え

られている BLUP法アニマルモデルによる乳

用牛能力評価を国家レベルて初めて実現した

のは， 1989年から行われているUSDA(米国煤

務省）の泌乳形質評価て‘，比較的最近のこと

て‘す。以来欧米の酪伐先進国は，アニマルモ

デルによる評価を次々と採用していますが，

ここては乳用牛の能力評価に的を絞り，米国

とオランダの評価法について紹介させていた

だきながら今後の課題についても少しお話さ

せて項きたいと思います。

7 . 米国における乳用牛能力評価

もっとも早く乳用牛の遺伝的能力評価に取

り組んだ米国ては，ホルスタイン，プラウン

スイス，ジャージなど品種別の評価が国家レ

ベルておこなわれていますが， このうち世界

的に最も影饗力を持つホルスタインについて

は，形質：：：：：'とに関連団体が分担をして評価を

実施しています。具体的には，最も重要な泌

乳形質（乳鼠，乳脂屈，乳蛋白祉，プロダク

ティプライフ〔長命連産性〕，体細胞数）につ

いてはUSDA(米国農務省）が単形質アニマル

モデルによって，体型形質については米国ホ

ルスタイン協会が，得点形質については単形

質アニマルモデルて，線形形質については多

形質アニマルモデルによって，さらに分娩難
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易は，閾値モデルという，まえに解説した線形

モデルとは少し異なる手法にもとづいて，

AAB (米!kl人r授桔事業1本協会）が評価を

行っています。そして，評価結果は最終的に

米[,;1ホルスタイン協会発行のSireSummary 

にまとめられ，枇界中て利川されています。

ては，乳欣の評価について，評価方法を解説

します。

能力評価に採川する記録は牛群検迫開始冴

初 (1960年）からのすべての記録て', 1産か

ら5殺の記録が対象て‘す。ただし， 2産め以

降には初産の記録にもとづいて選抜が行われ

ることから，選抜による偏りによって評価が

不正確にならないよう，初産記録を持ってい

ない検定牛の記録は採用しません。そして305

H以卜．搾乳した記録については305Aまての

実記録を， 40LI以上（搾乳以外の目的て販売

された牛は15A以上） 305 Fl木満の記録は305

Hに拡張して用いています。また血緑は， 1950

年以降の情報から，判明している両親をすべ

て区別し，近交を考慮して構築しています。

評価の際に考應している効果は，分娩月齢（産

次別），分娩予節，空胎期間，牛群・年次・李

節 (2カ）］こ．、と），恒久的哀境効果の環境効果

と，牛群と種雄牛の交互作用て‘す。

7-1 前補正している効果

米国ては1995年 1月から，分娩Jl齢（産次

別） . fiij産次の空胎期間・分娩予節を総合的

に考慮した補正係数によって305LI乳址を前

補正しています。蔽近のUSDAの研究による

と，例えば分娩月齢が同じ34カ月齢の牛てあ

っても初産の牛と 2産の牛ては泌乳能力に差

があり， Mii産次の窄胎期間が短く，産次が進

んているほど早く成熟する（＝乳祉が増える）

ことが明らかになっています（表 1)。USDA

ては， こうした効果と分娩月による季節の効

果を新たに考慮することによって，より正確
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表 1 産次，分娩時月齢，空胎期間と305日乳量喰

乳量 多い＞＞＞少なし

同一産次・月齢 老嶋 --→ 若

同一月齢・産次 後← ャ前

前産次の空胎期間 短 f • 長

当該産次の空胎期間 長•- →筵

最後の 2つは相反するが， USDAは前産次の空胎J::,
のほうが影響が大きいと報告している

な評価がてきるようになったと報代して叶

す。またこのよ程て最近の行い種雄牛力惰

評価されていたことが判明し，評価法の度

によって種雄牛の年‘りたり迫伝的改剥料

「滅少しました。なおこれらの前補出ふじ

I 牛換院て‘行われています。

7-2 アニマルモテルの中で補正してしIi

効果

牛群・年次と季節・産次（初産と t産以降）

登録の有無

この効果は，環境の効果の中て一番大ぶ

飼投符理の効果て‘す。同一区分の中に含れ

る同期牛は似通った飼養管理を受けていo:
考えられることから， これらをひとまとt

してその効果を計刃しています。なお悦分，

}j法は大きな牛群ては細かく，小さな牛釈

は大まかに区分するために，季節の区分比

ヶ））ごとからだんだん広げてゆき，最後，：，；

産次や登録のイi無の区分もはずしながら， i

る程度の同期記録を確保しつつ飼養管現姐

の変化をなるべく細かくとらえられるようi

慮しています。

牛群と種雄牛の交互作用

この効果は，ある種雄牛がある牛群｛佑

れることによって生じた特別の効果てす。

群によっては種雄牛の能力を期待以l玉 ~ll
出したり，逆に卜分に引き出すことが合：

いことが考えられるためにこうした効屈

れているのてすが，実際には種雄牛の訊

配と完全持機（候補種雄牛の精液をはじt'



ら一般供用せずにまず地域こーとに割り当て，

娘牛をランダムに配四することによって客観

性の高い追伝評価値を得たうえて‘， それをも

とに選抜された種雄牛だけを一般供用するこ

と。我が国を含め，はとんどの酪牒先進国が

行っている）を行っていない米国ては，一つの

牛群!Alて特走の種雄牛の娘牛だけが特別の管

理を受けることがあるために， これを補在す

る手段としてこの効果を入れているようて‘‘す。

月蛉と産次

前補正の段階て‘‘すてにこの効果については

樟済みてすが，将米性成熟の早さが変化し

鳴合にも対応てきるよう， この効果をアニ

マルモデルの中にも入れています。

恒久的讚境効果

保育育成時の効果などの環境効果の一部は，

個体の一生を通して全乳期に共通に作用しま

す。こうした効果をひとまとめにして恒久的

訊効果として計算しています。我が国と同

じく，農家を移動した場合にもこの値は検定

牛ごとに 1つしか計算されません。

睛価＝遺伝的能力

生産能力のうち次祉代に伝わる遺伝的な能

力を指します。アニマルモデルによって判明

している全個体の血縁を考慮しているため，

輯関係にある個体の育種価は互いに影響し

あい，より正確な育種価を求めるのに役立っ

ています。なお乳籠 ・乳質等の泌乳形質に関

しては遺伝率は25%, 反復率は55% (うち牛

群と種雄牛の交互作用14%) としています。

なお，遺伝評価値はベース年生まれの検定牛

暉種価を 0として補正した後， その半分を

PTA(f測伝逹能力：我が国のETAと同じ）

として公表しています。

7-3 その他補助的な情報

信頼度

信頼度は，育種価が計算されるに当たって

使われた情報の埜を示しています。具体的に

は各個体の持つ観測値の数，血縁関係にある

個体の数，娘牛や息牛の配置がどれだけ多く

の牛群に配罹されるかによって影響を受け，

これらが多いはど信頼度は高くなります。ま

た信頼度が高いはど，新しいデータが加わっ

ても評価値が変動する可能性は低いと考えら

れています。米国ては種雄牛のランキングを

信頼度によって分けており，公式には泌乳形

質て'75%, 体型て''70%以上の種雄牛をTPIと

いう指数によってランキングしています。

8 . オランダにおける能力評価

オランダてはRVN(オランダ家畜改良規則

機構）が1991年10月から，単形質アニマルモ

デルによって迫伝的能力の評価を行っていま

す。評価対象の形質は乳批，乳脂塁，乳蛋白

量，体型，産肉性て‘す。ヨーロッパては，ホ

ルスタインと近縁の乳肉兼用赤白斑牛がかな

りいることから，ホルスタインだけてはなく，

これらのデータもひとまとめにして評価して

おり，評価項目に産肉性が入っているのが特

徴て‘‘す。一方米国て‘既に行われている分娩難

易度や体細胞数の評価は，データの蓄積はあ

るものの， もう少し時間をかけて検討した上

て‘評価項目に追加するそうてす。

種雄牛の後代検定システムの中ては米国と

異なり調整交配と完全待機が行われています

が， その中身は日本や他の国より徹底してお

り， 2産め用には必ず調整交配を行うことが

牛群検定に参加しているすべての酪農家に義

務づけられており，これに違反すると罰金を

支払わなければなりません（世代間隔を縮め

るためには初産の方がいいという意見もある

のてすが，分娩時に事故が起こる可能性を考

え， 2産としているそうて｀す）。言い換えると

2産めて生まれてくるのはすべて候補種雄牛
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の-fイ共てあることから，調整交月じによって生

まれる娘の数は 1種雄牛あたり 80-100頭と

非常に多く，初めて出る評価値から信頼度は

85%程度と非常に信頼性が高いのが特徴てす。

ては米国同様に乳址の評価について解説し

ます。能力評価に採用するのは，牛群検定に

よって得られた 1産から 3産の記録て', 60日

以卜の記録て'305日に満たない記録は305Rに

拡張して用いています。 77%という高い検定

加入；手[ (頭数ベース）のもとて‘毎年大屈のデ

ータがあがってくること，近年家畜衛牛の問

題もあって国内にいるすべての牛が登録され

るようになり，最近の牛はすべて血緑が判明

していることから古い記録は用いず，過去 7

年間の記録だけを用いて評価を実施している

そうて‘す。遺伝的能力を知るに当たって考應

しているのは，分娩時月齢，空胎期間，牛群・

年次・予節・産次・分娩月，恒久的環境効果

の環境効果と，迫伝的効果てあっても次祉代

に伝わらない交雑による効果て‘す。

B-1 前補正している効果

分娩時月齢

月齢毎に一定の係数を乗じることによって，

すべての記録を24カ月齢に分娩した場合に補

正しています。なお，我が国や米国のように

産次は区分していません。（我が1玉lては初産と

2産以降て‘産次を 2つに区分し，初産の26ケ

月齢に補正していることから，米国とオラン

ダのちょうど中間的な補止をしていることに

なります）。

空胎期間

考慮しているのは米国と異なり，当該産次

の空胎期間て‘す。妊娠の後期には胎仔が母牛

のエネルギーの一部を消四するため，当該産

次の空胎期間が長いと乳旦は増えると考えら

れています（表 1)。そこて空胎期間と産次別

に一定の値を加えたり引いたりして補正して

R 紅技術 1996年4月号

います。具体的には空胎期間が91Rから1肌

（オランダにおける平均的な窄胎期間）り

囲に入らなかったものが補正の対象て， &1

ぱ初産記録の場合，空胎期間が65Bの揚か

は305R記録に25kgを加え， 165日の場合じ

54kgを引いています。

交雑

系統間て交雑を行なうと，迫伝的てbik

代には伝わらない効果（雑種強勢と組み恥

による損失 (recombination)) が現れ且

我が国や米国と異なり，赤白斑の乳肉兼朋

北米型のホルスタイン，在米（ヨーロッ111 ~

型のホルスタインから得られた記録をすべ:

一緒にして評価していることから，こうじ

補正は欠かせないものとなっています。

対象となるのは，すべての交雑種て，各｛

どの品種（系統）が何％入っているかと［ヽ；

計党結呆から，一定の値が記録からひかれi

す。例えば 2 つの異なる品種から生まれt: •

供の場合には雑種強勢は100%現れるこ t.

ら， その値を120kgとして305日記録から51)

それを再びどちらかの親の品種と交紀しt

合には， その f牛の雑種強勢は25%しか現I

ないことから30kgを記録から引くことにし:

います。 I 
8-2 アニマルモデルの中で補正してし\~

効果

牛群・年次・産次・季節

飼袋管理の効果て，米国と異なるのI咋

区分が 4つてある点（飼蓑規校が米国に比＾

て小さい (1992年の一戸当たり経産牛頭tt,:

オランダ41頭，米国86頭。我が国は25頭）'..

め， 2ヶ月こぐとの区分ては一つのグ;v-1

に含まれるデータ数が少なくなってしiう

と，登録の有無が入っていない点（オうガ

ては，全ての家畜が個体登録される） -(1, 
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分娩年月

一般に，冬季に分娩した牛は反期に分娩し

た牛よりも305日間に多くの牛乳を生産する

傾向があり，その尿は月こ、｀とに大きく異なり

iす。米国ては前補正と同時に，飼旋管理グ

ループを 2ヶ月こゞとに細かく設定して飼袋管

理に含めてこうした点を補正していますが，

飼養規模の違いからそうしたことがイ勺可能な

砂，代わりに我が国同様単独てこの効果を

取り上げ，アニマルモデルの中て補正してい

臼~。その結果は， 1月分娩と 7月分娩の場

合とて差は300kg強と我が国より杓T・小さい

ものの，同様の傾向を示しています。

恒久的環境効果

この効果も基本的な考え方は米国のものと

伺じてすが，環境と遺伝の交1i.作用や両親の

紐み合わせによる特別の効果など，遺伝と環

境の両方の効果のうち次世代に伝わらない効

果を総合的に含んてると解釈していることか

ら、農家を移動した場合には米国や我が国と

異なり，この効果を検定牛 1頭あたり 2つ計

算しています。

肖種価

育種価の考え方は米国と同じてす。泌乳形

質の遺伝率は30%,反復率は55%としていま

す。なお遺伝評価値は，米国や我が国と異な

りベース補正後に 2て割らず， EBV(推定育

種filli)て公表しています。（世界的には， EBV

が主流となりつつあり， ETA(PTA)て評価

桔果を公表しているのは，我々が調査した中

ては米国と我が国だけてす。）

その他，信頼度の考え方も，基本的に米国

と同じてす。

9, より正確な評眉を目指した各国の取り組み

紐JO)評価法が1995年 1月の評価から大き

（変わったことをすて‘に述べました。我が国

ても， この＃の評価から評価法の一部変更を

行っていますが，カナダも月齢補正法の一部

変更を中心とした評価法の一部変更を行って

います。カナダては昨年，非常に高く評価さ

れていた特出の種雄牛の成紐がセカンドクロ

ップテ‘‘ータの追加によって大きく下がり，海

外市場を持つ同国ては我が国以いこ大きな問

題となりましたが，今囮の評価法一部変更は

少してもその問題を解決し，国際市場ての信

穎性を回復するために行われたものと考えら

れます。

酪裳先進各国ては，常に最新の研究成果を

もとにして評価法の手直しを行っています。

1頭 1頭の個体に注目した場合には，こうし

た手直しを行った場合には一時的に，評価値

が大きく変わる個体が現れるわけてすが， そ

れにも関わらず世界各国が常に最新の研究成

果を取り入れようとしているのは，評価値の

正確性が育種改良の成否だけてなく，国際的

な種雄牛の比較が行われる中にあって精液や

受精卵の国際市場における信頼性と深く関わ

るようになってきているためだと考えられま

す。すなわち，世界的に認められる評価を行

っていない国の乳用牛は，国際的に認められ

ないのてす。

幸い我が国てはこうした事情を生産現場の

方々に理解していただくことがてき， この春

の評価からの評価法の一部変更を無事行うこ

とがてきました。この場をお借りして感謝申

し上げます。

10. おわりに

BLUP法アニマルモデルは現在考えられて

いる評価法としては最良のものてす。しかし

それは，神のみぞ知る真の育種価を統計学的

に最も客観的な方法て‘推定しているものてあ

り，常に改良され従前の評価よりはよくなっ
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ていっても分析の限界が必ずあることを生産

現場の方々に理解していただき，データを収

集• 利用していただかなくてはなりません。

その中て特に問題となるのが差別的管理の

問題てす。これは我が国だけてはなくすべて

の国が抱えている問題なのてすが，飼養管理

の効呆については，同じ時期に分娩した牛が

同様の管理を受けているという仮定にもとづ

いてグループ化する以外にその値を:tるすべ

が無いため，牛群の中て｀特定の娘牛だけが差

別的に管理された場合にはその粕度は落ちる

ことになります。

生産現場の方にもそうしたことが理解され

るようになり，「飼投管理の効果は同期牛て‘す

べて同じ値が古てはまり，飼袋管理の効呆と

遺伝の効果てはお互い取り合いになるのだか

ら，非常に追伝的能力の高い牛からなる牛群

にいる場合と， そこそこの追伝的能力の牛群

にいる場合ては後者の方が評価値が高く出る

のてはないか。また，特定の娘牛に対して餌

などの面て差別的に管理すれば， その牛の評

価値は高く出るのてはないか。」といった声も

聞かれるようになりました。フリーストール・

ミルキングバーラーの普及など，差別的管理

がしにくい環境が定着しつつあること， また，

信頼性の高い評価値を得るにはそうした管理

が得策てはないことが改良関係者のみなさん

に理解していただけるようになったことから，

最近のテ‘‘ータについてはこうした問題は小さ

くなっていると思われますが，評価にはある

程度のテ‘‘ータ数が必要なことから古いデータ

も利用せざるを得ないため，この点はやはり

問題となります。一方，牛群内の散らばりの

問題については，生の観測値の散らぱり具合

だけては，環境効果と遺伝的な効果を一緒に

して考えることになるためそれを的確にはか

っているとはいえず，客観的にはかるすべが

＠ 畜品技術 1996年4月I;・

今のところないのが実状てす。従って， a

の中てそれを考應することはてきず，評iJj

を利用していただく際に考應して頂くしか；

いのが現状て‘す。

しかし， BLUP法アニマルモデルもこうゞ

た問題に全く対応していないわけてはあり；

せん。BLUP法は同期比較法などとは奥な

モデル式の中には誤差の効果が入っていt

この誤差の効果は，観測値が大きくなるIi:

大きくなるように働くため， レベルの低い

群にわざと品い能力の牛を入れた場合や， 牛

群の散らばりが違う場合ても緩衝的に9柑

なるべく正確な評価値が得られるようなft

みになっているのてす。

データを集める際の工夫によっても，ご

した問題はある程度緩和することがてお＇

牛ては血緑上， 1頭の雄牛にたくさんの桁

息、 fがいることから雄牛による血緑のカ

ジが評価値の補正 J-.非常に大れになってさ：

す。雄牛の後代検定の際に候補種雄牛の月

を無作恥になるべくたくさん配晋し，もし年

為の人ってしまったテ‘‘ータがあったとして，

全体てこれをカバーてきるようにデータ0,

り方を［：火することによって，候補種雄牛、

成紐を iT.しく得られるだけてな〈，その直H

を通じて評価全体の正確性を硲めることi:l

役立つのて‘す。

家畜改良センターては今後とも，最新流

果を取り入れながら，信頼性の高い評価を

指して努力して参りますが， それには現閲

皆様の協力がイ,nf欠て‘す。現在，我が［甘IJ)

代検定れ業ては調整交配時の娘牛の頭数をi1

頭まて増やす取り組みを始めていますが， l

伝評価値を経裳改善に役立て，我が[fJの乳

牛の追伝的能力が世界に誇れるものとなが．

め， U本の酪農の生き残りを目指したこうし

た取り糾みに：：：'理解をいただけますようお



いして終わりとしたいと思、います。
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はじめに

1995年 9Jlllflから 14LIの4LI間，

のベルリン FlRI大学において開催されt、:,I 
，[111国際‘家布生産病学会に参加する機会q

まれた。本学会は，生産病(=production血

ease) というキーワードを用いる柚界てI"

少な学会て・, 1968年に第 l[ul大会が米厨

われて以米， ほぱ 3年に一度の間隔て開伯；

れている。米国と咲州を除いて，はとんむ

ーロッパからの参加者て‘占められており， 7

ジア系の頻をしているのは，塁林水産省尿

衛牛試験場から参加した策者らと中央アシ？

のカザフ共和l叫からの参加者のみてあっt:

もともと，生産病という概念は集約的姐

国際生産病学会に参加して

平松都 (MIYAKO HIRAMA TSU) 
家畜衛生試験場飼料安全性研究部

＠ 釦 t技術 1996年 4月り・

と牛産性増加のストレスから生ずる代訓屈：

定義されている。 とくに牛は反籾動物としく

独特の代謝様式を持ち，＜エサ......エネルギー尺

謝.....,Iセ産性〉という関係の中て代謝バラン；

の乱れが牛産病を引き起こすとされてい¢,

つまり、はじめに牛の代謝ありき，なの-(r:

る。このことからも，本学会において、社

飼袋学の観点から生産病を捉えようと論記＇

交わされているのも当然てあろう。ただし，

内容については H新しい研究というより：ふ

従来より論滋されているものがはとんど-(f

った。

学会の構成

学会の形式は，午前中のプリナリーセッ泥

ン（特別演題），午後のショートコミュニヤ



ション（一般演題），夕方からのワークショッ

1と一つの項目についてみっちり 一 日討論て‘

きるように構成されていた。 とくに夜のワー

クショップは，座長が前に立っているだけて・,

そのBの演題にあがったトビックスについて

ホットな論議を自由に交し合うといった，至

って（だけたものてあった。以下に主なプロ

グラムと，筆者が興味を持った話題について

紹介する。

プレナリーセッション

I. ミネラルと微址元索

2. 免疫系と栄養

3. エネルギー代謝と生産病

4 . 家畜管理と生産病

5. 繁植と栄養（牛）， （豚と羊）

6. 家畜生産における飼料中に含まれる危険

因子

7. 疫学と生産病

8. 動物福祉

9. 乳生産と乳腺の疾患

10. 集約的家畜生産と環境要因

ワークショップ

1 . 乳熱

2. ケトンイ本一エネルギー代謝のシグナルと

甚質

3. 乳牛における肝臓病の臨床生化学的診断

基準

4 . 第四胃変位

5. 疫学と生産病防除

エネルギー代謝と生産病

ケトン体，乳熱のワークショップとも関わ

ってくるが， とくにケトーシスについてその

論議の集中するところをとりあげると，

◊脂質代謝上昇のシグナルとしてケトン体を

とらえると， そのシグナルの意味するところ

は何なのか？

◇高ケトン血症はそれ自が病気なのか？それ

とも病気の徴候なのか？その場合何の病気の

徴候なのか？または泌乳初期の正常な代謝変

化なのか？

結論からいうと，品ケトン血症を示す牛て‘

も3つのタイプがあって，タイプ Iとして高

ケトン血症て血糖値の低いもの（いわゆる臨

床型ケトーシス），タイプIIとして高ケトン血

症かつ嵩血糖値を示すもの，タイプIIIとして

高ケトン血症てあるが血糖値は正常てあるも

のに分けて考えることが出来る。分娩前後は

正常なホルモンの調節機構により，血中のイ

ンシュリンのレベブルが低下しており，牛の

代謝は糖新生，脂肪分解，ケトン体新生に大

きく傾く。すなわち泌乳初期の高ケトン血症

は正常な反応の一つて‘，はとんどの牛は適応

可能て‘‘ある。しかし低血糖を伴うとケトーシ

ス発症の危険が高くなり，診断基準としてケ

トン体だけてなく血糖の測定の重要性が再認

識されていた。

エネルギー代謝のもう 一つのトピックスは

脂肪肝症候群てあった。ドイツのハノーバー

大学ては，第四胃左方変位に罹患している乳

牛， 182頭を用いて肝臓中の中性脂肪含量と臨

床型肝疾患（肝性脳症など）の危険率につい

て実験を行っていた。その結果，重症の脂肪

肝発症群（肝臓中の中性脂肪〉 lOOmg/gFW)

は脂肪肝てない牛の約 6倍，中程度の脂肪肝

発症群の約 3倍，肝疾患に陥るリスクが高い

ことが示されていた。重症の脂肪肝の牛は血

漿中のビタミンE値が低く，肝臓中のマ ロニ

ルアルテ‘‘ヒド濃度の上昇からもビタミンE欠

乏と脂質過酸化のプロ セスが肝疾患の原困に

関与している可能性が指摘されており，近年

注目されている酸化的ストレスと生産病の関

畜産技術 1996年 4月号 dり
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を受けた。脂肪肝症候群の現在の治僚，概念

は，ケトーシスの治療に l:眼が閥かれており，

泌乳初期の乳牛における臨／＊型肝疾患の治療，

防除はあまり注fIされていない。脂肪肝症候

群は図にポすように肝疾患のみにとどまらず，

ケトーシス，第四胄変位，低受胎等種々の牛

産病と関連が深く， もっとも項要な牛産病の

つと考えられた。

第四胃変位

第四胃変l関係に関して日頭て.3題，ポスタ

ーて 2題が発表されていた。今l11Jの第四胃変

位に閑する発表は．全体的には特に H新しい

ものはなかった。第四胃変位の発生状況（右

方変位，左方変位の発生率や予節的な差児）

や治療成績（ローリング整復や第四胃固定を

施した後の血液性状 (Ca,Clーなど）の変化）

等．従来報告されてきたものと特に変わった

ものはなかった。その中て興味をもった点に

ついて紹介したい。

ドイツにおける過去10年間の第四胄変位の

発生状況に関する発表ては， H本と同様にド

イツにおいても，年々第四胃変位の発症件数

は増加の一途をたどっており，かなりの経済

損失をサえていることが報告された。現在の

第四胄変位に関する研究の多くは，今[lljの学

会のように，病l対的な調査と治療後（これも

視在の治根法によるものてあるが，・・・） 0 

液性状の変化について行われており，今彬

の発生メカニズムに関する研究を行う必？

あると息われた。

またポスタ一発表てあるが， invitro-r而

胄平滑筋椋本を作成し， コリン作illJJtl:~t,

泊失， l: に伝逹物質てある 一酸化窄索阻言

, r'i'神経の泊勁J又射を抑制し， これにより第

胃アトニーが誘起されるのてはないかとい

ものて‘，アトニーの発牛をぢえる.1・.て興叫

かった。

ワークショップては，第四'r'/変位のI絹

（種，性，乳r,1:,追伝的要索守の内的要！

び飼料，屎境ストレス等外的要因）につい‘

と，参加各[Ii]における治療法について論乱；

れた。盆議「1体はほとんど教科古的な範t;:

収まっていたが， H本における第阻w固定i

のrl洸；第一胄液の移植について典味をぷl1

し、た研究名．が数名し、た。

今1111の学会に参加してみて， H本に限ら1

ヨーロッパ諸国ても，近年第四w変位の発t

と経済損失が堺加の一途をたどっていて， t
常に問題になっているという共通認識があ；

ことがわかった。

・＊哨技術 1996年411号



技術情報3 わが国の肉川牛繁殖経常は上地桔盤の狭い

こともあり，昭和50年代始めまては，多頻経

常ても， 1戸50頭規校を最大とする比較的規

小校の複合経常として定着してきました。

しかし，農業の1叶際化の展と呼応するように，

規模拡大が進み，多頭経営が出現しつつあり，

子取り雌牛て 1戸当たり 100頭を越す経営もて‘

ており，規模拡大の動きも急なものがあります。

本見ても繁殖400頭経営を筆頭として， 100

頚以卜の規校がかなり出現しています。

肉用牛繁殖経営は多頭経営の出現も遅かっ

たこともあり，飼袋管理面は手探りの状て‘し

たが，先進経常の費屯な経験が裏付けとなっ

て，飼壺管・理を効率的に実施する考え方が進

み，施設等も整備されるようになりました。

土地桔盤の狭いわが国ては，牛を飼投する

ため畜舎の設四が必要てすが，畜含はなるべ

く経費をかけず広く作ることが鉄則てす。

肉用牛多頭繁殖経営を効率化する

ための施設(3点セット）について

前原俊浩 (TOSHIHIRO MAEHARA) 
鹿児島県肉用牛改良研究所所長

また，繁殖成紹を卜げるため妊娠状況など

繋殖ステージ毎に収容することが効率化につ

ながることから，繁殖ステージごとの牛の頭

数増滅に応じて，牛房の広さを柵等て変えら

れる構造が必要て‘す。

これに加えて，効率的に飼養管理するため

の 3点について，すてに取り入れられている

事例を参考に紹介します。

l 連動スタンチョン

繁殖牛は健康の保持，耐用年数，受胎率の

維持，分娩時の事故防止，給与飼料の節減等

から栄養水準としてはスリムが原則てす。

分娩後，受胎を確認したら，次の分娩まて‘

は，維持飼料に加えておおむね胎児の発育分

の体重増加するような栄養管理をすれぱ良い

ことになります。

また，搾乳をする必要が無いことから，栄

養水準の点検等，軽度の観察 ・飼養管理て‘済

t滴技術 1996年 4 月•,;- . 
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む妊娠牛（成牛の％），産・fの哺育も加え受胎

確認、まて注慈深い観察と飼養管理が必要な授

籾対象牛（成牛の灼） ・分娩直前牛等，繁殖

ステージて｀区分し飼養することにより効率的

な飼袋が可能て‘す。

さらに個体飼養方式より群飼袋}j式が飼投

管理労力を大輻に節滅可能てす。しかも，群

飼袋ては外部発情兆候の持続時間が大幅に長

くなり，兆候も牛が互いに近づく，乗燃する

等の ti立つ行動が見られ発兄がしやすい"ff,,

黛殖経常に好ましい飼投方式てあることをぷ

しています（中国塁試：品橋氏）。

しかし，群飼蓑方式て‘繁殖牛をスリム化し，

栄投水準を平準化することはf難のワザて‘す。

肥満している社会的上位の牛を対象にした

飼料給与ては社会的下位の牛がサ杓疫せます。

逆に，痩せている牛を標準とすると肥満す

る牛が出現します。これをクリアするため連

動スタンチョンの活用が必須となります。

連動スタンチョンは，昭和30年代にはすて‘

に存在していましたが，有角時は社会的順位

差が人きく，角が邪魔して連動スタンチョン

の活用がなされなかった経綽があります。

除角することて，社会的順位差が縮まり連

動スタンチョンに容易に首を入れるようにな

り，連動スタンチョンが見直され，活用され

るもとになっています。

また，連動スタンチョンは飼槽輻を70cm程

度とすることて両側の牛が保定さていること

になり，観察，人工授精，妊娠鑑定， f・防注

射等作業に人手がかからなくなるとともに，

粗飼料の牛房内への引き込み防止咋メリット

これだけの工夫でフンや尿が
嗣槽に落ちるのを防ぐ ：｝ 

I, 3m(遍搬●の通行も可能）一~

⑩ 研技術 1996年4JJ',} 

遍動

が多く，辿動スタンチョンの設謹は繁灘

効；釘ヒの必須条件と考えます。

2 通路と飼槽との兼用

従米の飼槽は通路から明確に区分してll'

してしまいましたが，図にぷすように預：

して通路と兼川することて，通路直扁が船

態ても運搬1j(の通行がllf能なことに加積i

スペースの節滅がてきます。

また，通路と飼槽に段差が無いことて且t
給与• 清掃作業が大幅に楽になります。

欠点としては牛が採食するときに鼻て訊

を通路部分に押し,'I',すことて‘すが，これは

笠を使って短時間に飼槽に戻すことが出叙

のて‘問題はないようてす。

3 飼槽への糞尿汚染防止装置の設置

鹿児紛大学展学部萬田教授が牛の行枷；

牛が後肢を前肢より r'i:iい所に匹かない習tt!I i 

利用して提唱したものて，図に示すようtJ

槽に近い牛房部分に牛床から品さlOcm(JJ梃

を設ける（輻は飼槽の内壁から40cm)こピ

お尻が飼槽に近づけないため，糞尿の飼柏

の人り込みを大輻に防止てきます。

繁殖経常は勿論，肥育経営ても有効てす

ただし，肥育の場合敷料の厚さを考慮 L~

50cm程度謡卜げするか，敷料のffIさを調酎

る必要があります。

おわりに

我が国のはとんどの地域は，上地甚盤，月I l 

象条件等から畜舎無しては，経営の什経IH

えられません。

牛肉生産コストをドげるために，繁罪r.1J 

ては規校拡人を図り，飼養管理を大位：叫，

化することが要求されていると思われ ~t.

これらに答えるため，酪農経営等先進庫月

を参考にしたり，牛の行動等からヒントを！

て効果的な施設を考案する必要もあり iす
これらをうまく組み合わせて地域の特性

経営の寸地条件に合わせた畜舎を設置するi

要があります。それぞれ改善の余地は多け

ると思われます。皆様のアイデア，実践附

ぉ奇せ戴ければ幸いて｀す。



兵庫県立北部農業技術センター

但馬牛の更なる能力
向上をめざして
山下弘昭 (HIROAKI YAMASHITA) 
兵庫県立北部農集技術センター畜産部長

~ 

I Iなじめに

兵庫県は西は岡山県，鳥取県と束は大阪府，

韓府に隣接し，北は H本海に南は淡路島の

鰈が太平洋に面し， H本列島を束と西に分

折しています。

兵庫県の農業粗生額は2,109億円て‘，その内
I I ＾ 訳は耕種が69.4%,畜産が30.5%,その他0.1

訳，斎産の内訳は鶏が12.5%,乳用牛が10.7

％，肉用牛5.9%,豚が1.4%となっています。

兵庫県産の肉用牛は特に但牛の呼称て‘呼ば

れ，肉質に優れた遺伝能力を有していること

から，全国のI人］用牛の生産地から肉竹改良の

甚礎牛として大きな期待が寄せられています。

但馬牛の改良の歴史は占く，原種牛地帯て‘

秘芙方郡ては明治43年に登録簿を作り，優

良牛の血統を正確にすると共にその存続と 1呆

護のため，登録を開始しています

これが現在の登録の始まりとなっています。

麟牛改良の経緯において， 一時期外国種に

よる改良も試みましたが， その結果が斉一性

＇ を欠き雑ぱくなものとなり，収捨のつかない

｛ 混乱状態を呈するに至ったことから， これら

i 外目種の遺伝因 fを排除し，他に類を見ない

，々 閉頷育種という改良手法により優良遺伝子の

殿に努め現在に至っています。

沿革と概要

兵廂県ては地域特性の児なる県下 3地城

（県北，県南，淡路）に，地域の煤業者，塁

業団体等のニーズに即応てきる地域に密若し

た試験研究を効率的に推進していくための試

験研究体制を確tするために，農業試験場及

び畜産試験場を整備統合し，昭和56年に淡路

展業技術センターを，昭和62年に中央展業技

術センターを，平成 5年には但馬，丹波地域

に密行した応用実証の試験研究を推進するた

め朝米都和ffI 山町に県寸:~t部農業技術センタ

ーが設立されました。

3センターは試験研究の効率化を図るため

機能分担がなされ，特に畜産関係ては家畜を

単位として明確にされており，淡路展業技術

センターては酪農に関する試験研究及び技術

指祁，中央晨業技術センターては中小家畜，

肉用牛の肥育，飼料作物及び畜産公害に関す

る試験研究並びに家畜人工授精事業，北部農

業技術センターては種雄牛の育成，肉用種雌

牛の飼養管理に関する試験研究及び技術指導，

和牛種雄牛産肉能力検定事業（直接検定，間

接検定）但馬牛の系統維持及び造成等となっ

ています。

畜産技術 1996年 4)l~;- 0 



当センターにおける畜産部の主要
業務の概要と試験研究

l . 但馬牛優良種雄牛の育成

毎年20頭の種雄候補~i.: を育成し，系統，血

統，直接検定成紐並びにイII_.馬牛としての特質

を考應し， 5頭を秤雄候補牛として選抜しま

すが，種雄候補から除外した15頭については

200~300本の栢液を凍結保{fした後ムウ勢して

肥育し，枝1女］検介て優れた成紹の牛について

は，保存している精液を利川して後絹牛が確

保出米るようにしています。

なお，種雄候補牛として選抜した 5頭につ

いては全国和牛登録協会が定めている間接検

定法に従い 1セット 10頭の供試牛により検定

を行い，より俊れた種雄牛の選抜に努めてい

ます。

2. 但馬牛の系統維並びに造成

但馬牛には美方都て造成された中 ：uヤ系統

と熊波系統，城崎・出石都て｀造成された城崎

系統（城ー系統，勘右エ門系統）の 3系統が

ありますが，現在県内て供用されている種雄

能力の,;':iいftl馬牛の系統込J成に努めていi

3 . 育種価に墓づく但馬牛の改良

故近I会］月l'「の改良は有種価を加Ji鯨

を行い効オ囀｛的に推進されるようになって訂

した。

兵川り',tては肥育牛10,800頭の枝肉成記

に種雄牛175頭，秤雌牛7,290頭の育悧約

出しており， この有種価のはjい種雄牛並し''. 7 

種雌牛を選定して，汁両交配を行い期枠fiijj 1: 

の硲い雄 r牛を種雄候補牛として行成し， § と

肉能））に俊れ追伝）Jの強い種雄牛の造既;. m 

っています。 Li 
4. 受精卵移植を利用した優良種牛の生り r゚

肉川牛の改良において，改良碁礎’匝）;!・. ス

的産肉能力のりI_期把握が品も重要てある；:1 ch 

体能）J の把捏に長年））を用しているのが見〗 ぐ

てす。 そこて', I祖肉能）Jに俊れた種牛を酎

するために，分割受精卵により同一退暉

をもつ一卵性双 f-を生産し， 2頭のIJ..JI嶽
I 

育成し， 1頭を肥育してその枝l会］成紐と/{(( と

からの選抜）＆準により選抜淘汰を行い， 篇， 甚

精度て` 能）Jに優れた種牛を選抜出来る枝侑. {: 

牛及び繁殖雌牛は中上井系統が上体をなし， 開発に努めています。

熊波系統と城崎系統は衰退の傾向にあります。

兵r,じ県は今後とも閉鎖育種により但馬牛の

改良を推進していくことから，系統が一つに

集中することは改良を効率的に推進する上て‘

多くの隙害が生じる可能性があります。

そこて，喝センターては現在哀退しつつあ

る熊波系統と城崎系統の繁殖雌牛を各々80頭

繋養し，系統の維持造成を図りながら改良を

行い肉質に優れた改良甚礎牛の作出に努めて

います。

また，但馬牛は肉質の形質においては，優

れた遺伝能力を有しているものの他凩産牛に

比べてや、増体性が劣るため，系統間或は形

質間交配により「肉質・肉乱」を兼備し産肉
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ーヨーロッバのET事情
,~~ 橘 博人 (HIROTOT AKAHASI) 家畜改良センター技術第一課

昨年の 9Jl 10 Flから2lflまての間， イタリ

アのミラノて開催された「第30luJ繁殖と育種

環する 1叶際シンポジュウム」に出席すると

ともに．イタリアCIZ(Consorzio Per Ilncre-

mento Zootecnico)の繋殖技術研究所(LTR:

Laboratorio di Tecnologie della Riproduzi-

one), オランダのユトレヒト大学及びフラン

切 INRA(Institut National de la Recher-

che Agronomique)を訪問する機会を得たの

て，その概要を報告します。

l 「第30回繁殖と育種に関する国際シンポ

ジュウム」

このシンポジュウムは， イタリア紅産学会

とスパランツアーニ研究所との共催て行われ，

甚調講演，招請講演(5セッション），ポスター

セッションからなり，基調講演ては，英国の

Paige栂七が「家術の繁殖と育種に関する将

来展咽」について講演，招請講濱はイタリア

訥から13題. !"Ii]外から 15題ありました。詳

細は紙阻iの都介て‘割愛しますが， H本からは

セッション 3の「1本外ての胚生産と胚操作」

i:, 近畿人学の入谷教授のグループが「家畜

恥野生動物ての枯[-頭部，死滅精 fの顕微

恥による受枯」を発表しました。ポスター

セッションは58題あり，過排卵処理法 (7題）

からガラス化保存法(2題），体外受枯(5題），

クローニング (2題）等，各分野にガ遍なく

紘がありました。「牛体外受精系を用いた精

暉の追伝[-祁入」や「羊胎児ての始原生

植細胞の分離」官の新しい試みも発表されて

,'iした。

2 LTR (イタリア）

ミラノから鉄道て‘約 1時間はどのクレモナ

rli (人 ~I 約 8 万人）にある平官半民の人工授

粕センター， CIZのLTRを訪問しました。 CIZ

は，乳月j種て 4品種，肉用種て'7品種の精液

を供給しているのに加え，馬，豚， f., 山洋，

そして水牛（イi名なモッツアレラチーズの原

料乳を生産するためのもの）宵の家俗の精液

の供給も行っていました。 LTRは，イタリア

て最初の人 L授精センターということてした

が，現在は種雄畜の繋投はなく，繁殖技術研

究所として泊動しています。中心となる仕事

は牛の体外受桔胚の牛産・販売てあり，イタ

リア唯一の体外授精胚生産場所として，昨年

は年間約 3千個の胚を販売しています。

ここての体外受精技術は，発生培養に羊の

卵管を使用していることが最大の特徴てあり，

そのはかにも，卵巣からの卵子の採取は切り

出し法により行われていること，精 f処理に

バーコール分離法を用いていること，成熟培

投に振とう培投器を用いていること等の特徴

がありました。羊の卵管を用いるのは，ひと

えに良質の胚を生産するためてあり，一卵管

中に200から300卵を移植し，阿収率は約 8割

ということてした。以上の手法により生産さ

れた1本外受精胚の胚盤胞への発生率は25~30

％てあり，凍結可能な良質な胚 (IETSのグ

レード 1と2) は20%てあるとのことて‘す。

LTRでは，移植のサービスは行っておら

ず， それらは，各地域の獣医師が行っている

とのことてす。一方，体｀外受精胚生産車 (IVF



カー）を所有しており， 全国各地の と場を[ulっ

て，俊秀な牛の卵巣を阿収・処理して1本外受

精胚を生産していました。この仕事は，「迫伝

fサルベージ」と呼ばれ，高能力牛のみな ら

ず，遺伝的にrt亜な牛の追伝 fの保{{も行う

など， LTRの重要な任務となっています。

また， ES細胞の研究や，生体からの卵胞卵

f吸引（以下「OPU」と略す），後代検定期間

短縮のための若齢牛からの採卵等の仕事も手

掛けています。しかし，中心はやはり 1本外受

精胚の生産ということて｀，安定した成紐を得

るため，凍結システムの改普よりも，胚の品

質の改普を直点に研究を進めているとのこと

て‘した。

3 ュトレヒト大学（オランダ）

ユトレヒト大学獣医学部は，オランダ国内

唯一の獣医学部てあり， ヨーロッパ第 1 の獣

医学部だそうて‘す。構内施設を案内してもら

い，彼我の環境の違いにため息が出るぱかり

て‘した。それほど索晴らしい研究・教育環境

を備えた大学て｀す。

ここての体外受精胚生産の手法は， Hasler

博士らが発表した手法に基づいており， 4穴

シャーレて 1穴当たり 500μ1に35個の卵子

(1卵子当たり 14μ1)を入れて培養し， BRL

(Buffalo-Rat-Liver)細胞の単層との共培

養により発生培養を行っています。この系に

おける胚盤胞の発生率は約30%ということて‘

す。また，卵巣からの卵子の吸引については，

以前は18Gの針て注射筒により吸引していま

した（良質卵 fが 1 卵巣'¾たり 3-4個）が，

バタフライ付き注射針にチュープを接続した

低圧の吸引システムにしたところ，実験に必

要な顆粒層細胞が十分付着した良質卵[-が 1

卵巣当たり 10個採取出来るようになり，時間

の短縮も含めて，大きな改善が図られたとの

ことて‘す。

過排卵処理に ついて の研究の中心1.tan:i-Iク

PMSGの 利用てあり，そ の 処耶 }j恥
ス

PMSG注射後 2fl UにPG処理，その後33,
R 

時間て'LHサー ジがおこる のて‘，その6片H だ

後にanti-PMSGを注射し，その時間後tA・ 0 

授枯をするというものてす（大学ては 1附 H 

間隔て・,RIAをfljいて迅速に (3-4時間：・ク

結呆が判明） LHレベルを測定しており， L」, ィ
I 

サー ジを正確に把捉しその後の処理を実島1・る'

るということてあり,PKMSG/ anti-P'.l!s; 籍

による過排卵処理て最も大切な， anti-P~!~ i: 

を注射する時IUJについて詳細な検討がなさ,: て

ていました。 | 
また， OPUについて最初の研究発表をしI: 'I: 

Pieterset尊士から話を聞く 'Fが出米ましt: v) 

吸引機具は聞いていた通り，‘片センター~ i ~ 

用している機具とは異なっており，吸引i'

18Gの注射針を使い捨てにするシステムて.i r 
た。吸引圧は30-50mmHgて，説明によれば !~ 

この手法のポイントは，吸引圧と針先咽凡ィ

味てあるとのことて，現在は1'"'当たり〇！開

引採取により 6-7個の卵 f-が採取出来て、 （ 

るとのことて｀した。 発

4 INRA (フランス）

INRAは国立の店業研究所てあり，農業1

産も含む）及び食品産業に関する甚礎・ lc-'

研究をフランス全上， 22ヶ所の地域センクー

において行っています。研究内容は，杜会ニー

ズに対応し，塁業生産の効率化，競争力01

I畏

る食品産業の育成笞はもちろんのこと， ItB』

地域社会の維持や環境保全に関すること;t

まれています。

我々が訪問したJouy-es-J osas (バリか

南西へ約15km) の研究センターは， 1950年，

立のINRAて最も古いセンターてあり， t,i-

人のスタッフが家畜生産と食品産業部門り; * 

究を行っています。 92年に， ここにバイヤ



ク／ロジー研究分野が新よされ， それまてハ

スツー）レ研究所にいた，凍結筈てイi名な

Renard帷l:がその成 i'tのために呼び戻され

tそうてす。 Renardf非I:のグルーフ (12人）

城在の研究のメインテーマは，胚の発生の

詞鑓｛公 f・レベルて解明することてあり，

クローニングや染色体の構造解明， cDNAラ

イプラリ ーづくり内に加え，胚の凍結に関す

し る研究も少人数ながら継続しており，相,.,,広

［な研究を行っています。そのなかから，特

叶のクローンの研究分野の取り組みについ

|て箇jl.に紹介します。

枝移植の実験に供されるドナー細胞は l:に

肘判1米の桑実）［イ召をJI!い， レシピエント細胞

II 嫌核作業は，曲光顕微錢 Fにおいて行われ

/いました。除核の手際の良さは索睛らしい

しのてあり ，批光顕微鋭て‘除核を確認する作

知含めて， 1個,1けたり 1分て除核が完 rし

＇いました。また， レシピエント細胞は，工

イジングさせるため10-12時間培旋された後，

鰐 activation促進官の [j的のため，低温ド

110度）て1呆{fされていました。核移植後の

発生培養には，卵管卜皮細胞添加のB2メデ

I衷1 ヨーロッパ各国のET実績（牛： 1994年）

イウムを川い， この系における胚盤発牛率は

約30%ということてした。現在の技術 I・.の拍

大の関心·]~は， レシヒエント細胞の活性化を

いかにするかということだそうてす。

フランス国内においてクローンの研究をし

ている機関はINRAただひとつてあり，現在

まてに、五つ f1糾と四つ f2組， 3つ fが

5組出米ており，合計て45頭程度の核移植産

＋が誕生しているとのことて‘す。また，クロー

ンてあっても牛時1本ボ．は異なり，ホルスタイ

ン種の場合，斑紋の位沢や大きさは異なるも

のの，黒臼の構成比は同一てあるとのことて‘

した。

泣後になりますが，好述にも，同時期にド

イツのハノーバて開催されていたAETE

（ヨーロッパ胚移植協会）の第11!ul科学会議

の抄録集を人手出米ました。特別講演 1題と

招諮講浙が 6題，短報が71題掲載されていま

すが， その中にヨーロッパ各国の1994年にお

ける牛胚移植Ilk]逍の統計数値が掲載されてい

ました。 t(屯なデータと思、われますのて‘，主

要1-1sJのテ‘‘ータをここに紹介します（表 1)。

オ・・ストリアベルギー チェコ デ／マークスエーデ／フランス 白ツ ハンが）ーイタリアオランダスペイン スイス 英国 ボーうンド
ー 碩牛頭数 110 I、546 722 243 6、314 228 985 539 431 534 

紐預穀A 104 I、420 626 561 233 5,890 3,662 162 950 3,688 479 424 2, 116 470 

甜E叢 l、176 10,636 6,452 6,149 2,145 55,249 33,448 1,203 9、987 27、341 3、654 4,939 14、888 3,314 

訊可能胚穀B 694 6,296 3,713 4,241 1,376 29,140 18,756 976 6,594 19、371 I、812 3、126 9,583 1,917 
81A 6. 7 4.4 5.9 7.6 5.9 4.9 5.1 6.0 6.9 5.3 3.8 7.4 4.5 4.1 

hit徴

!l!! 291 I ,689 2、373 I、839 686 13、624 9,675 95 3、462 4,925 596 I , 0 I 4 3,820 895 

四（国内） 214 3,298 786 678 484 9,594 223 3,178・13、623 640 1,400 4,994 306 
洟桔（目外） 54 208 332 1,070 7,516 68 435 1,590 423 81 
計

559 5,195 3,491 2,517 1,170 24、28817,191 386 7、075 20,138 I、659 2,495 8,814 1,201 

洟桔保存（貯蔵）胚 1,897 681 2,312 16,598 8,980 407 4,990・5、117 898 1,991 398 

綸速
609 250 

＊体外授精胚含む

‘‘ 



く。
はじめに 衷

ク`
長野県

特色ある
乳用牛振興

平沢久史 (HISASHI HIRASA WA) 

長野県農政部畜産課

_:_-=- 一一
,. 

'-\ ' \'''• ヽぃヽ鼻．． ．．
... 

I"~:•,,: 1lt'' 

鱈の展又は，！ぶまれたrJ然環境叫消；1

川と硲辿交通網の整備笠により，竹湘渭\• I 2); 

‘’ の牛鮮股畜喉物の総合供給桔地として0~

を築いており，.,,:,成6年の震業生礼龍討

億円とな っています。

釦詔の生産額は533億円て震業生産翻 ； 
の13.4°/oを占める括幹部門てあり，内知

IH'f゚・カf2QOイ，慈f'J, l~l 111° 牛~ ヵ :151 イ忍円， 次いて• 一

が100憶l'Jとなっており，乳屑卜が函籾百'. ::-
孔

部門となっています。 ・ 

今,,りは，鱈の i:.要部門てある乳l麟~ ,
奥に係るmの諸施策のうち，県独打の「ゼ "

県ホルスタインl点種牛認定制度」と淵

て認迫されたf憂良雌牛を活用した「優虹・l れ

牛活用促辿·J~業」を紹介します。 ；品；

ホルスタイン原種牛認定制度

本制度は，県内におけるホルスタインも ~-i

の形質及び能力の改良並びに，優秀な直t.・• ti 

ホルスタイン種雌牛（原種牛）の保留雅：： ！ 

ことを tj的に，昭和38年に制定されtU: U 

ホルスタイン1瓜種'f-認定制度の仕象fl祁．ホ）

1のとおりて，原種牛の認定に係る調似 て＼

県から県経済連に委託して実施しており、 ; j I 
投者の 1れ請に碁づき「長野県ホルスタん杜

種牛調介委11会」が調森を行い， l麻種1t吋
としてmに報告されます。 3 

県は経済辿からの調杏報告を受け，「長f
＿認

ゴ 1植,------, 
謂ヽ査委託,___ 
''  ------- ， ．．．． 
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：（認定書の交付）：
I ____________ , 引

図 1 ホルスタイン原種牛認定制度の仕菖み る
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衷1 原種牛認定条件

社日本ホルス タイン登録協会の定める登録規定又はホルスタ

イン種系牛登録規定により，高等登録又は本登録を受けている

i もの，＇
1別に定める基準（下記のとおり）により形質及び能力が優秀

＂ であると認められるもの。

項目 基準 摘要

牒審査得点 初産牛 80点以上

2産牛以上 82点以上

耀審査得点 初産牛 80点以上

2産牛以上 82点以上

罷力指数 200以上

表 2 認定原種牛の能力等の推移

年 S55 S60 HI H2 

認定頭数（頭） 56 51 48 28 

平均原種牛指数 163 174 197 244 

平均総乳量(Kg) 9,073 10、003 10.895 12.670 

平均能力指数 227 235 256 292 
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彫し量 9,000Kg以上 躇牛は実乳1(305日）6,500Kg祉

蹟率 3.6%以上

鱈乳固形分率 8.6%以上

直種牛指数 125以上

＂種牛指数＝（体格得点ー 75.0)X 10+(能力指数ー IOO)X0.75

1，・ホルスタイン原種牛認定要領」に定められた

認定条件（表 1) に碁づき該当牛を原種牛と

して認定しています。

なお，この原種牛の娘牛が 2頭以上原種牛に

認定された場合は，名誉原種牛として認定し

ています。

[i ff謡38年から平成 6年まての合計て` ‘原種牛

, 1,910頭，名岱原種牛82頭が認定され，本県の

ポルスタイン種の体型，能力の改良に貢献し

I 
ていiす。

＇ 平成6年の認定原種牛の平均能力等は，原

種牛指数が244総乳枇（成年型 ・30513・2回

柑乳・乳脂率3.5%換算）12,670kg, 能力指数292

てあり，表2のとおり年々向上しています。

錠原種牛
植開業

等を活用した受精卵移

本県ては，平成 4年度より優良なホルスタ

イン種を効率的に生産するため，「長野県ホル

スタイン原種牛認定制度」て` 認定された原種牛

等をドナーとした受精卵移植技術の活用によ

ふ「優良乳用牛活用促進事業」を開始しました。

； 採卵~ 酪農家（認定原種牛等）

直蔀碩祖）I 

受精卵の供給→ビ~一移植→B 
図 2 優良乳用牛活用促進事業の仕組み

事業の仕組みは図 2のとおりて，県が経済

連に原種牛等をドナーとして確保することを

委託し，当該牛から各家畜保健衛生所が受精

卵を採卵，処理します。この受精卵を農協等

の技術者が希望農家に移植を行い，地域て優

良な後継牛を確保する仕組みてす。

事業開始後，現在（平成 7年12月末）まて‘

の採卵頭数は211頭，移植頭数は259頭となっ

ており，本年度と 40頭の採卵を計画しています。

おわりに

乳用牛を取り巻く情勢はウルグアイ ・ラウ

ンド農業合意等の影評を受け多様に変化して

いますが，先般国が公表した「農産物の需要

と生産の長期見通し」ては，生乳，乳製品の

需要の増加にともなう意欲的な生産拡大を明

示しています。

本県も可能な限り生産拡大を図るため，今

回紹介した事業や牛群検定，後代検定事業等を

積極的に推進し，知恵と先端技術等を活用した

酪農振興施策を総合的に展開していく計画て‘す。
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マイクロチップ
（テータキャリアシステム）

吉臭 努 (TSUTOMU YOSHIZAWA)畜産局家畜生産'

畜産をめぐる情勢が厳しさを増す中て， 生

産性の向上のための規模拡大が進展している 。

その中て労働時間の軽滅を図りつつ，かつ，

高品質化のためのきめ細かい個体管理を実現

するためにデータキャリアシステムが注目さ

れている 。

テ‘‘ータキャリアとは，移動する物体に装着

されて，個体番号等その物体に関する情報を

電子的に記録した媒体のことをいい，これと

磁界を介してデータキャリアの情報を非接触

て‘読み取る機器，データを収集・管理するた

めのソフト及び機器をあわせてデータキャリ

アシステムという。データキャリアシステム

の身近な例としては，スーパーマーケットて‘

の商品管理のためのバーコードや，駅の自動

改札やスキー場のリフト等があげられる。

データキャリアのうち，電磁誘導方式て‘‘電源

を必要とせず家畜の皮下等に装着てきる長さ

ll-30mm, 直径 2-3, 5mmの円筒型のチューブ

に封入されたものをその形状からマイクロ

チップとよんて‘いる。

マイクロチップの畜産分野における用途と

しては，

①マイクロチップを用いた個体識別装置と

各種自動化機器（自動給餌器，搾乳施設，

体重計等）及びコンピュータと連動させる

ことて‘，農場作業の自動化につながり，飼

養管理に係る労働時間が軽減てきるほか，

採食量，乳量等の情報により個体の能力を

最大限に引き出す最適な管理が可能となり，

生産性が向上する。

②登録業務や取引等て‘‘鼻紋，斑紋による個

体識別が繰り返し行われているが， これを

瞬時に行うことがて‘きる。

③家畜の登録制度，肉用子牛の基金制度，

牛群検定事業等に導入することてコン

ヒ°ュータによるデータ管理が容易に行訊

ともに相互のデータ交換が容易になる。 上

などがあげられ，マイクロチップのオ1I胤 比

家畜の飼養管理の自動化というローカ）~ ,;, I., 

ステムだけてはなく，様々な場面ての髄

別の省力化，データの有効利用というか・ ソ

ンシステムに対応する可能性を持ってし1騎

とから，マイクロチップは国の内外て枝『；， り

発が進められ，我が国てもその重要性かか っ

成 4年度に畜産用電子技術研究組合が設位 ｀ 
は

" 寺
れ家畜用マイクロチップの開発，利用汀

ムの構築等 に取り組んて‘、 いるところてあ；

一方， これらの開発活動と並行して監

国際流通に向けて工業製品の標準化を形り

いる ISO(International Organization fr・ 

Standardization ; 国際標準化機構）にお屈

動物用マイクロチップの通信方式をはじり：

する規格の統一 （標準化） と個体識別コー
切

番号の割り振りについて議論が続けられ， ：門
年 1月に結論が出たところてある。実胃飢 ： 
畜ての利用については，ホルスタイン哨9 爾；

豚の品質向上のための個体管理等の例も~:

が，製品の性能（読み取り距離， 1本内岱I
動）等技術的問題も残っており，まだ鵡

な段階てある。今囮，マイクロチップ哨＇ 冗
り

の問題が片づいたことて‘，今後，技術麒 ，； 

普及実用化に拍車がかかると考えられ，閉 ； 
Destron社（アメリカ）やDatamars社(~ ' 

そ

ス）ては，標準仕様に対応したマイクof 3-
El 

プの開発が進められている。

マイクロチップは様々な場面て得られt' ル

報を有効に利用することを可能にする技If ~ 
あることから，技術開発の進展を図ると（：オ：

t 
に， コード管理体系の構築並びにデーク0,肌

理体系も含めたコンピュータネットワー?, :~ 

一構築を進めることが重要てある。 ,
9
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1995年のilt界の豚肉生産は，途

I; 間の人紺な叩uもあり， riii年

lt3 %増の81ti Jjトンと兄込まれ

る，

・ltlてj廿界の4洲fの40%強の

シェアを占める 中11」ての伸びは，

尉｝コスト増と豚価格のド洛によ

り，ある程度は生,q這欲の減少に

つながると息，われるが， この傾向

,t. f蹄及び補助令付き飼料供給

序0政簗により絞やかなものと

なった。

悼IEj, マレーシア，台防ては，

引き続き妍加しようが， これらの

伸びは，飼料コスト附と哀境規制

により，適度に抑制されよう。

ラテン・アメリカにて， iUJに

値する哨加11,]は，プラジル，チリ，

ベネズエラてある。

アフリカては，ガーナ，ナイジェ

リア， ウガンダ節数力国て研）~II が

r-測されている。

飼養頭数及ぴ豚肉生産量

一
世界の豚肉生産

(1995年の世界の豚肉生産は前年比 3%増）

途 J・.fE]のこれらj)J向に反して，

先進諸国ては，土としてECオリジ

ナル12カI1J, !:I本， fl[ソ連ての牛

1発滅から，仝体としての生産は滅

少するものと見込まれる。
r 
対照的に，収益堺により合衆国，

カナダては生産増加が兄込まれる

ものの， 95年末に向けての飼料コ

スト増加が， この傾向に歯止めを

掛けることとなろう 。
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豚飼饗頭数（百万頭）

1994 

873 
21 
I 

゜I 
2 
7 
10 

69 
II 
58 

25 
2 
I 

18 
4 

51 
2 
2 

31F 
3 
3 
2 
8 

485 
403 F 
II 

6 
12 
2 
3 
16 
32 

2
0
5
1
1
0
2
3
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む 4年ま て
, FAQ憎定値・12カ国、 95年より 15ヵ国

~II FA゚ "WORLD MEAT SITUATION AND OUTLOOK" 1995 

5
3
2
 52 F 

302 
571 

1995(見込み）

896 
22 
IF 

゜I 
2 
7F 
11 
71 
II 
60 

25 
2F 
IF 

18 
4 

52 
2F 
2 

32 F 
3 
3 
2F 
8 

507 
425 F 
10 F 
6F 
12 F 
2 
3 
17 
32 

164 
116 

4 
I 

I 9 
8 
2 
14 

5 
3 
2 

50 F 

300 
596 

1993 

75,332 
739 
17 
16 
II 
49 

249 
397 

8、942
I, 192 
1,750 

1,033 
65 
19 

822 
127 

2,232 
155 
68 

1,215 
134 
87 
91 

492 

35,766 
29,714 

1140 
825 
403 
25 
91 

878 
2、390

21,747 
15,276 

704 
90 

1,975 
750 
261 

2、691

424 
328 
96 

4,443 

37,097 
38,235 

豚肉生種量（千トン）

1994 

78,573 
749 
17 
17 
II 

51 
259 
394 

9,261 
1,234 
8,027 

1、067
60F 
18 

860 
128 

2,377 
167 
60 

1,290 
152 
93 
93 

522 

39,643 
33,485 F 

1390 
816 
408 
26 
94 

907 
2,517 

21,037 
15,129 

652 
91 

I, 747 
738 
238 

2,442 

412 
314 
98 

4,026 

36,210 
42,363 

1995(見込み）

81,141 
779 
17 F 
19 
12 
51 

270 F 
410 

9、460
1,264 
8、196

1,099 
SOF 
19 

894 
136 

2,516 
』70F
64 

I ,390F 
ISSF 
100 
95 

542 

42,455 
36,215 F 

1360 
848 
415 F 
25 
99 

950 
2,543 

20、820
15,799 

680 
94 

1,956 
770F 
226 

1,295 

436 
336 
100 

3、876F
35,739 
45,402 
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平成7年度飼料作物の収穫量

1 . 概要

・牧単の収穫姑は前年に比べやや

妍加し， 3,274万トン（対前年比

102%) 

・行刈りとうもろこし， ソJレゴー

は，作付面積が前年に比べ減少

したこと等から収穫址はII乍年に

比べ滅少。特に甘刈りとうもろ

こしは対前年比 5%の滅。

・行刈りえん父は，作付面積がwi
年に比べc6%滅少したこと等か

ら，収穫旦も対前年比 7%の滅。

2. 地域別収穫11(

・牧がの収穫開は．北海逍が 6打I],

）し州，東北がそれぞれ 1割強を

占め．これら 3地域て全体の 9

割程度

・行刈りとうもろこしの収穫址は．

北海道のウェイトが11!.:も高く

(35%), 次いて九州 (25%),

関東 (18%)のJI肌

表 1 平成 7年度銅料作物の収穫量（全国）

IOa当たり

（単位：千ha、 トン、万トン、

前年との比較作付面積
収量

収穫量
作付面積 IOa当たり収量 収穫I

牧草 827 （混播）3.7 3,274 100 （混播） 103 101 
青刈りとうもろこし 107 5.3 570 97 99 95 
ソルゴー 28 6.6 184 96 103 99 
青刈りえん麦 8 3.6 27 94 99 93 
資料：農林水産省統計情報部「平成 7年度飼料作物の収積量（速報）」
注）青刈りえん麦は主産県の値。

表 2 地域別主要飼料作物の収穫量 （単位：万トン、万頭、 G.

全国 北海道 東北 北陸 悶 東海 近畿 中・四国 IしiI 

l牧草 3,274 2,071 408 17 138 45 16 91 1:1 
シェア 100 63.3 12.5 0.5 4.2 1.4 0.5 2.8 II.! 

青刈りとうもろこし 570 202 77 2 104 10 6 25 ~ 

シェア 100 35.4 13.6 0.6 18.3 I. 7 1.0 4.4 2ぶ
（参考）

• 大家畜頭数 4,916 1,313 720 74 725 275 184 391 1.1~ 
シェア 100 26.7 14.6 1.5 14.7 5.6 3.7 s.o I色

資料：同上

注 ：大家畜頭数は 7年2月現在の乳用牛及び肉用牛頭数の合計値（「家畜の飼養動向」）
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,. 
＼ 一会員だより

茨械県畜産技術協会

茨城県の畜産

本県の畜産は， 平担かつJム大な［；地， 並び

t: 大消骰地如れまての距離など、 l'L地条件に

應iれ順調に発版してきました。平成 6年次

における畜産米ll11:I岳額は999億5,300Jjf']と令

lfJ第5位て，本県設業の20%を占める， i凄

蝶幹部["jとなっております。

「ローズポーク」「常陸牛」「奥久慈しゃも」

と特色をもった銘柄畜産物が作出されており，

それぞれ生産服興に取り組んているところて‘

す。

県内各地域ては次のような特徴を活かした

雀産経営が展開されています。

久慈・ 多竹山系にかこまれた県北tlJ伯］地域

ては，大家畜を中心とした畜産が発展してお

り，なかても 1女jf!J牛黛殖生産の本県における

主要産地となっています。水稲， こんにゃく，

たばこ等の l:づくりと結びついた複介経営が

主）Jとなっていますが，最近ては繁殖併牛80

頭を超える大規校な専業的経常も育ちつつあ

りiす。大宮町，大 f町の 2か）所て‘肉月![-牛

而場が開設され，本県はもとより千巣群馬，

均li!U宵からと買参名が集まり，活発な取引

I.' が行われています。また，福島県境に近い酪

Eが盛んな '11美村ては，述く太平洋から富 l:

叫て｀望める公共育成牧場の屎潅ルを活かした

観光・体験学習施設が整備されており，反場

！ 紳心に多〈の家族達が訪れています。県養

鶏試験場が中心となって生み出された「奥久

慈しゃも」の牛産も， この地域における特産

物としてしっかり根をおろしており， tn:売店

ての販売はもとより，地元のホテル・旅館に

おいても利用されだしています。

- . --. ／ 

VI ヶ浦を中心に 1ム大な耕地の}~がる県南地

}j は，本 !',1 において ~i も都市化の進展が苦し

い地域てすが，必豚・酪tiを中心に大規校な

'，り業的経常が数多く、~~地しています。iiり・ri.行
とのすれあいを軸にした「手造りハム」芍；の

活動もおこなわれており，川ドに近い形ての

紅祖の展1#1が図られています。

県西地方は， 卜］訓j・結城市を中心に袋豚

が盛んな地域て，特にド碁市には種豚を 1:1本

とする [-)J和Ii場や人工授粕所が開成されてお

り改良の枯幹的イi在となっています。また，

利根川・鬼怒川の広大な河川敷を活用した酪

混経党や，稲作と結びついた肉用牛の肥育経

常においては規校拡大が進み，杓＼、後継者も

定杵しており，‘り地方が首都個向けの野菜J呈

地てあり，「作水」等赤ナシの全国有数の産地

てもあることから， これらと有機的に結びつ

いた畜r染の発炭が今後とも期待されます。

殴ヶ浦と鹿島灘に挟まれた鹿行地）iては北

部を中心に，占くは甘藷裁培と結びついた旋

豚が行われ，現在ては県内において敢も規校

拡大の進んだ地城となっています。行方台地

の畑作地滞においては酪震経常も盛んて‘，土

地利川型の経常が常まれています。当地方の

北部は限内ても特にしり業震家が硲く，非常に

ポテンシャルの高い地域といえます。

茨城県畜産技術協会の概況

本県には姐関係の俗産関係研究機関の他に

つくぱ市に[iclの畜産関係研究機関が立地して

おり，会Hは現在県職員を中心に，団体職H,

国の研究機関職員等210名て‘，各種講演会，研

修会官の開催を通じて交流を深めております。

敲先端の技術情報と広大なフィールドという

恵まれた条件を活かしながら，今後とも積極

的な活動を実施して行きたいと考えておりま

す。

（茨城県畜産課岩渕勉）

畜産技術 1996年4月I} • 
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会員だより

社団法人家畜改良事業団

21世紀の牛づくりに向けて

木品：平成 3年 4月号会l1だよりて,,求岳改良

・Ji: 業団（以ド「改良 ・J浅業[、tl」)を紹介項いてか

らJ"/虻5年を経過しております。今l11I再び機

会をTfiきましたのて・, l立としてその後拡允し

た •J~業を中心に紹介させていただきます。

肉用牛後代検官事業の拡充一年間25頭検定体

制確立

改良 •Jl-;t団の肉 Ill'日関係公益 ·ii:業は，；;!: 藤，

安輻165の 9.初め，今をときめく北国 7の 8

＾が令 IF.I的に人訊の種雄牛を背m してし、る •f準

化 ・J心とを柱とする後代検定4り業と，全国食肉

,h場枝l会Jti'i'f記かの生産心録収集・加 L・遠元

関辿 ・Ji:業があります。

平成 3 年度の牛肉愉入 ~1 Ill化後，特に肉'Ir
の悛れた検定済種雄牛籾液に対する；ぷ要拡太

が苫しく，俊良検走種雄牛粘液を安定的に確

保することが緊急、課題となり，平成 4年度か

ら侵良 .fll牛粘液安定確保対策~h業を llfJ 始，平

準化事業を拡允する形て年間25頭の後代検定

体制を確ヽ ・,:しました。平成 6年）文には広約の

検出場に加えて北海逍（中川郡仙別町）に検

出場を没附し検土を尖施中てあり， その品初

の25頭の成紹は本年 8月に判明します。

また，急増，定J.-化，種雄'I:厳選、な識の兄

える F1'い崖への対応として交雑秤肉川'I",'11', 

,tt向 l今．対策・・Ji:業を平成 5年度から開始， Fl

川種雄,,, 検索にも杓Tしております。

付加価値の高いIVF(体外授精）卵の供給

IVF卵の供給忙業は平成 3年度から始まり

ましたが， これらの産＋の肥育結果について

は，例えぱ，平成 6年， 7年の酪農マザース

i-=. 催の枝肉共励会において紋次郎，熱牝；Kの

IVF卵産 f(父親のみ判明）がそれぞれグラン

ドチャンピオンになるなど，極めて品い評価

が得られています。

そこて‘今後は，父牛としての優良種雄牛メ

ニュウの拡大，個体分離培養による血統及び

月の枝肉成紹が判明したIVF卵等一附付加価

・新発技術 1996年4)Jり

値の硲いものの供給，後述する「イージ-・

リード」と 1Jt-JI Iして利川 r:,f能な新負r-lVF舟，

供給＾、りを進めることとしております。

先端化する研究開発事業

従米の研究テーマに加え，人 r授精レベ，
て｀の雄雌'I:み分けを 11f能にする＇「沫，•; r分祖

業， f.if屯技術協会との共詞研究による OKA•

種手法’火JIJ化 ・JUとやDNA型解析技術を応

するDNAff種）.~ 盤整備・μ.業守に新たq・

しております。そのため， 平成 6年度1:l!

たな研究棟を出各f1//iしたところて‘す。

イージーブリードの供給開始

'I-ETの効米的な推進のために， f如ヽ易ぃ仕

IM期1,;J調JI!製剤が求められていますが，今仇

も使いやすく効果的といわれているニュー

ジーランド製「イージープリード」の輸Al

必が平成 7年 9JJ 1 fl 楽·•~法て承、i忍されL

た。本製剤の利川により,ETにおける移植B

時の調黙のみならず，人］＾．授粘において~.

授籾 IJ時の湖格が可能になるなど，繁殖(:

する労作業の軽減， ,ll世り的な配分を容易l:'i

る＾、序，人＾きな効果が期待されています。

'ヽ,Iヽt]が粘液及び受精卵の広域配布機能I:

せて本製剤のr1滑な配布機能を備えるこ“

ゆとりある ti,11rn,1 mという今！］的な課題へ，

対応という観点からも極めて重要な必設糾

つものと与え， ー元的な国内配布を行うこ！

としたものて‘す。（詳しくは''',IヽtJ1iij橋種雄t<

ンターにおi::1い合わせドさい。）

以 f・.改良'h-菜国の新たな動きを中心に齢

致しましたが， これらを含め，改良·t~業術

,.~ 業内容を大きく分けますと，

①乳牛 ・肉牛検定済種雄牛粕液や受別等fす

加価値の,・::jい繁殖手段の提供

②牛群検定と乳用秤雄牛後代検定，平杜

小業を柱とする l女］牛改良諸'~業守の公益州

③, 0j品質て‘付加価値の沿iい繁殖手段や情屈

提供のための調査・研究開発

となろうかと俎、います。今後ともこれらw
層の允実を図ることが生産者や畜9発1関係雌

関の期持に応えるものと認識し，役職H:t・
となって努）Jして参る所存てありますのい

全Hの皆様}jの：：：理解：：：：‘協力をお顛い肌

げます。 （企画管理部長 斉藤新
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「ホルスタインに耐暑性は付与できるか」、~
1 近年，畜1祖分野における発股途日Ii[からの の中，ホルスタイン種の育種改良や飼投管理

技術協力の要品が強まり，束,t.iアジア，中If!.技術て衿然の克服に成功している。乳脂肪率

雌米を中心にフロジェクト）j式による技術 が3.1%程度とやや低いものの年間擦乳凪は

協力が行われている。ここ 2, 3年は東欧， 1万0を達成している。牛群検定への加入率

アフリカ等従米援助の対象としていなかった （頭数ベース）が80%を超えており，このテ‘｀ータ

I月からの要請もみられ， その協力の可能性に が候補種雄牛の生産にも使われている。育種

ついて調査が実施されている。技術協力の内 改良の鍵は邸い牛群検定率にあるが，さらに，

容は多岐にわたっているが， この中て今後， 種雄牛の輸入を止め閉鎖群育種による環境適

熱滞地域における乳用牛のif種についても協 応性の高い種雄牛作りにある。 H本のホルス

)Jが求められるてあろう。特にこれらの国々 タイン種に耐牡性を付与する一方策としてイ

ては，牛乳の術要の増大に対し，安定的な供 スラエル）j式が参考となるかもしれない。

給を確保するために，在米種の乳乱を大輻に また，‘求畜改良センターては，畜産試験場

改善向上させるための方策が校索されている。 と共同て宮崎牧場のデータを碁に，西南暖地

西洋種特にホルスタイン種を交配すること におけるホルスタイン種の乳址と気温に関す

が乳砒アップにつながると考えられるが，耐 る研究において，過Lのステーション検定の

性性に問題があり． そう単糸屯にはいかない。 乳傾データとアメダスの l1平均気温を用いて．

要請に対して適格に対応するためには，ホル 牛理面から環境の影評をとらえるモデルが検

スタインの耐衿性育種，技術的トレーニング i寸された。碁礎分析をもとに耐暑性の能力を

が必要となってくる。 表す指標として暑熱乳祉指数 (H・M・I) な

-Jj, A本国内においても，乳用牛の大半 るものが考案された。22℃積算温度と 240A総

鱈めるホルスタイン種は，西南暖地におい 乳載を平均値と標準偏差により標準化するも

て，生乳の；店要が硲い夏期に乳枇の低ドが顕 のてあるが，これによって，暑熱の影秤と生

苫にみられることから， その低下防止が技術 産性を考應して個体の序列づけが11J能となっ

的品題となっている。その解決は「ホルスタ てくる。

インにいかに耐壮性を付与てきるか」にか H本においても，独自の手法て‘耐衿性の育

かっていると ;5・ える。 種がt:if能となり，海外への技術協力へと活用

この様な中て‘．ホルスタイン種に耐衿性の てきる Hも近いのてはないか。

付与を実現させたイスラエル，実現の可能性 いずれにしても，イスラエルの例もあり，

1: 歩近づいた H本の研究について簡単に紹 牛群検定により個体毎の正確なデータを得る

介する。 ことが育種のすべての鍵を捏っている 。牛群

イスラエルては，川上の60%が砂浪て反の 検定の屯要性を再認識する時てもある。

儡が40度以上になるという fl本より悪条件 （阿叫）

紐技術 1996年4J J•,;- ⑲ 



一中央だより

0第24回家畜人工授精師全国研修

大会の開催ー西川賞2名が受賞一

2月14日（水）において標記研

脩会が開催され、日頃の人工授精

業務において得られた知見や経験

をとりまとめた発表がなされ、う

ち以下の 2名に故西川義正京大名

誉教授の拠出資金による賞（西川

賞）が授与された。

三島剛 くにびき農業協同組合

「JAの広域合併化の中での授精業

務と肉用牛振興」

近芳幸豊頃町農業協同組合

「牛凍結精液の同時複数融解と受

胎率の向上」

0平成 7年度「ゆたかな畜産の里」

優良事例表彰式，報告会が開催

される

平成 7年度の「ゆたかな畜産の

里」の農林水産大臣賞，畜産局長

賞中央畜産会長賞の各受賞者に

対する表彰式と受賞者による報

告・意見交換会が 2月29日に日本

都市センターで開催された。各受

賞者は，環境と調和のとれた畜産

の推進を図るため．適切に家畜ふ

ん尿処理が行われ．地城社会や自

然と調和のとれた「ゆたかな畜産

の里」づくりに積極的に取り組ん

でいる優良事例である。優良事例

■ ••111カ情鑽 拿
技術協力の動き

(1995年12月及び96年 1月）

専門家の派遺

〇インドネシア

個別専門家「飼料検査と品質改善」

斎藤紀雄東京肥飼料検査所

平成 7年12月15日～平成 8年 3月

14日

0タイ国立家畜衛生研究所計画

フェーズ II

短期専門家「病勢鑑定」

阿部民也

岩手県二戸家畜保健衛生所

は都道府県から推薫され，書賄

査及び現地調査に基づいて各•t

選定された。

〇農林水産大臣賞

奥中山農業協同組合（岩手県こF

部一戸町）

〇畜産局長賞

船橋市畜産協会（千葉県船橋前

半田市酪農組合（愛知県半晦

伊江村（沖縄県国頭郡伊江村）

〇中央畜産会長賞

11県下の農業協同組合，市町栴

平成 7年12月 3日～平成 8年2月

29日

〇ホンデュラス養豚開発計画

短期専門家「配合飼料生産」

塩原 広之 （扮群馬県畜産会

平成 8年 1月6日~2月27日

〇インドネシア動物医薬品検定計

画アフターケア

短期専門家「細菌学」

鈴木祥子 動物医薬品検査所

平成 8年 1月30日~3月31日

2. 調査団の派遣

〇南部アフリカ地域農業開発基碇

調査

「総括／畜産」

畜産改良センター

平成 7年12月2日-12月17日

0プルガリア伝統的発酵乳製品9

発•利用計画事前調査

「原料乳管理」 池田

家畜改良センター新冠牧場

平成 7年12月3日~12月16日

〇モンゴル農牧業協同組合改善t

画事前調査

「畜産」

家畜改良センター

平成 7年12月18日~12月20日

石原 哲雄

『
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三方だより

I, 

［山形県 l
旅館等への宣伝販売，を計画して い産業にまで発展してきました。

おります。 また，酪農後継者の養成機関で

0山形出羽路とり振興協議会設立
会員数及ぎ出荷羽数共少ないス ある閲中国四国酪農大学校が創立

.f タートですが，その意気込みはこ 30周年を迎えたことから，平成 7

平成4年に山形県畜産試験場で だわり食材としての山形特産「出 年11月，同校において合同記念式

作出した肉用地鵠「出羽路どり」 羽路どり」の今後の生産拡大につ 典が盛大に開催されました。

について，生産から流通販売まで ながるものと期待されております。 当日は，闘中君四国酪農大学校

/J)振興対策を組織的に推進するこ （山形県畜産試験場 小松文扁月） と南オーストラリア州の酪農専門

とを目的に，山形出羽路どり振興 学校であるオンカパリンガTAFE

協議会の設立総会が，生産者及ぴ
I岡山県

（タッフェ）学院との間で国際交

1与 流通業者らの参加のもと．咋年 9 流に向けて姉妹校縁組の調印が執

月20日畜産試験場にて開催されま
0ジャージー導入40周年•閲中国

り行われるなど，国際色豊かな式

した。 典となりました。

平成 7年度は出荷羽数26千羽を
四国酪農大学校創立30周年記念

蒜山地区のジャージ一酪農の振

睛に置き活動することとし，事
式典の開催

興と21世紀酪農の担い手を育成す

業としては,(I)生産技術等の情報 岡山県北部の蒜山地区にジャー る闘中国四国酪農大学へ関係者の

交換と研修会の開催， (2)消費者向 ジーが導入されて40周年を迎え， 大きな期待が注がれています。

けのパンフレットの作成配布， (3) この間本県の地域振興に欠かせな （畜産課 山川まり子）

-・ ー・-・一•ー・-·-・-·一・ー・-・一・ー・-・-・-・-・ー・-・一• 一•一・-・-・ー・ー・ー・ー・-・-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・—•一・-・一・-・-・ー・ー・—·-・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・-·一・-・一・ー・ー・ー・ー・-・ー・-・一・ー・ー・-・-・-・ー・ー・ー・ー・一・-・-・一·-·-·-・—·-
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向協会だよ~
平成 1年度優秀畜産技術者表彰（第30回）表彰式

畜産技術協会

日本中央競馬会弘済会

平成 8年 3月 6日午後15時30分より

東京・湯島全国家電会館

社団法人

財団法人

日 時

場 所

〔畜産技術協会

山本会長挨拶より〕

本日は私ども畜産技術協会と日

本中央競馬会共済会の共催により

まして平成 7年度の優秀畜産技術

者表彰式をご案内いたしましたと

ころ，年度末の大変お忙しい中を

農林水産省からは畜産局，畜産試

験湯家畜衛生試験場及び農林水

産技術会議のご来賓をお迎えし，

また会員の方々のご出席を頂戴い

たしまして行うことができ，誠に

ありがとうございました。先ず始

めに本日受賞されました 10名の皆

様の多年の御研鑽，ご努力に対し

深く敬意を表する次第でございま

す。 この表彰式は当会の前身であ

ります畜産技術連盟当時に開始さ

れまして本年で30回を数えており

ます。そういう意味では伝統と歴

史のある行事であります。 この間

受賞されました方々は今回の 10名

を含め， 219名という数に達してお

ります。 ご存じのように大変朕し

い風圧にさらされております畜産

ですが，私どもの先輩各位が薮後

の復興期を経て畜産の成長期にそ

れぞれの段階において畜産技術者

として果たした役割は誠に大きい

ものがあると自負しておる次第で

あります。

昨年末に公表されました酪肉近

代化基本方針に掲げる経営の目標

とすべき内容及び家畜及び鶏の改

良増殖目標を達成するには，技術

の開発改良，普及等畜産技術者に

課された課題と期待は極めて大き

いものがあると認識しております。

本日は特別賞受賞者のお二方の

業績をご紹介申し上げます。その

他の受賞者の方々の業績につきま

しては．当協会の月刊誌でありま

す「畜産技術」に順次掲載し ご紹

介して行く予定であります，選考

方法等につきましては審査委員長

をお願いしました畜産試験場の松

川場長からご紹介頂く予定になっ

ておりますが，この技術者表彰が

単に試験研究部門に偏ることなく ，

現場第一線において生産者と密接

な関わりを持った技術者について

も受賞の機会を持つことができる

ようにと配慮され，推薫の母体と

して，全国場所長会，全国畜産課長

会，畜産改良センター牧場長協議

会，更に中央畜産会とそれぞれの

母体から推薦された候補者につい

て．特定の分野に偏ることなく受

賞の機会をお与えするようとの線

で選考が進められた訳であります。

大変厳しい時代でございますが，

ある意味では技術者として大変や

りがいのある時代であるというこ

とも痛切に感じておる訳でありま

す。今までの皆様のご苦労に対し

て重ねて御祝意を申し上げ，敬意

を表させて頂きたいと思います。

簡単でありますが，私の挨拶とさ

せて頂きます。

〔松川正審査委員長の

審査講評より〕

平成 7年度の優秀畜産技術者の

審査選考会は平成 8年 2月 8日に

開催され，優秀畜産技術者10名．

うち特別賞 2名を選定し，畜産技

術協会会長に推薦した。

今年度の候補者は全部で16ぞ

これを部会別にみると，家畜祖

飼養の部12名，草地・飼料唄

名，家畜衛生の部 2名であっt:

経営技術・指導の部及び行政，i

及の部に推薫された候補者は今：

度はなかった。

審査選考の手顧は次のよ う‘

あった。各部会 2名の審査委l・

資料に基づいて事前に検討し， •

の結果を選考委員会当日に持~,

り，審査委員全員で協議する・

ず優秀畜産技術者10名を選定在

次に，特別賞に該当する方がい；

かどうか， いるとすれば誰か1:・

いて協議する。 こうして特別＇

名が選定された。

審査委員会で選定された今年！

の表彰者並びに特別賞受賞者IH

の方々である（五十音順），

優秀畜産技術者

I . 太田垣 進氏（兵庫県立牡

農業技術センター畜産部主任ill~

員）

一貫して但馬牛について研~!

進め．繁殖牛の飼養管理枝衡，こ

育技術．発育標準等についてり

の業績がある。中でも繁櫂牛の；

娩前後におけるTON給与水濃ビ

牛の発育．繁殖成績との111l係ti

らかにした研究．但馬牛の発育9

準を設定し，農家に飼養管印恨

標を示した業績等は高〈評値さt,

る。

2. 鎌田 隆義氏（島根県畜葬

験場草地飼料科長）

家畜栄養，飼料作物糞尿姐
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餌等多方面の研究において業績

があるが，中でもサイレージの異

常発肖に関するメカニズムを解明

し，県内で豊富に生産されるゼオ

うイトを主材とする添加物を加え

ることによるサイレージ開封後の

諏防止技術を開発した功績は大

きい。

31111村祥正氏（岩手県農政部・, 
碩謀技術副主幹兼研究調整主

査；

岩手県畜産試験場において， 主

として日本短角種を対象にして，

雌牛の選抜方法，粗飼料多給に

よる肥育技術などの研究を行った。

’万頭に及ぶ日本短角種肥育牛の

データを回収分析し，種畜評価に

月いるなど，優良種牛生産のため

叫たした功績は大きい。
~ 

4)河野博英氏（家畜改良セン
( 

ター岩手牧場種畜第二課検定係

長）

家畜改良センター岩手牧場及ぴ

十島牧場においてめん羊の改良及

暉養技術の向上に取り組んだ。

とりわけ，発情誘起法としてi窒内

クリーム法を開発し， ラム肉の安

定的な周年供給を可能にするなど

して，めん羊の新たな需要分野開

柑に道を開いたことが評価された。
） 

~-志賀一穂氏（大分県畜産試

蹟肉用牛飼養部主幹研究員）

長年，肉用牛の繁殖技術の研究

に携わり，受精卵移植技術の実用

化と普及に多大の成果をあげた。

大分県では受精卵移植の受胎率

50%を達成しているが， これは氏

の指導力の賜であり，また，分割

凍結卵あるいは核移植による子牛

生産において全国的にも先導的役

割をはたした。
,,. 
6 . 高橋忠宏氏（山梨県西部家
✓ 

畜保健衛生所長）

家畜衛生部門を中心に業務を担

当し，衛生技術の向上に顕著な業

績をあげた。昭和40年代，豚コレ

ラ，鶉ニューカッスル病が大発生

した際の防疫対策，肉用牛の管理

技術の向上のため，協議会を設立

して濃密な指導を行うことにより，

子牛生産率を飛躍的に向上させた

実績等は特筆される。
/ 

7 . 福光健二氏（群馬県畜産試

験場主任研究員兼環境課長）

家畜糞尿の処理・利用に関する

研究に長年取り組み顕著な業績が

ある。糞尿堆肥化のためのパッグ

の開発豚尿汚水浄化処理のため

の軽量気泡コンクリート濾材の利

用，ハエ取りネットの考案等の研

究成果は県内外に広く普及し利用

されている。

し三宅晃次氏（静岡県畜産試

験場繁殖工学スタッフ研究主幹）

乳牛の繁殖に関する研究，特に

受精卵移植に関する研究・普及で

多くの業績がある。白金イリジュ

ウム針を用いた牛初期胚の分離技

術の開発独特なストロー内ワン

ステップ法による凍結受精卵の融

解法の開発などのほか，技術者の

育成指導を通じて，県内に受精卵

移植技術を定藩させた功績は大き

Lヽ゚

9. 宮脇耕平氏（長野県畜産試

験場菱豚部主任研究員）

子豚の清浄化，母豚に越因する

哺乳子豚の損耗防止などのための

長野畜試式人工哺育器の開発，ラ

ンドレース種系統豚「シンシュウ

L」の造成とその普及，ウエット

フィーディング飼養技術の体系化

など，長野県の養豚の技術水準の

向上に果たした功績は多大なもの

がある。

10. 山田 義武氏（岐阜県養鶉試

験場試験研究部長）

長年わたって養鶏に関する研究

に従事し，劣性伴性矮性因子 (dw)

の白色フリマスロックや白色レグ

ホーンにおける利用価値に関する

研究，カンニパリズムの発生要因

と対策に関する研究等のほか，地

域特産鶏地域特産鴨の開発など，

岐阜県養賤産業に寄与した功績は

大きい。

特別賞

I. 太田垣進氏（兵庫県立北部

農業技術センター畜産部主任研究

員）

2. 高橋 忠宏氏（山梨県西部家

畜保健衛生所長）

優秀技術者の枠が10名であるた

め，イ憂劣がつけ難いと選考委員会

の場で論譲になりながら， 10名の

枠の中に入らなかった方々もおり，

そのような方は来年再度候補者と

して推薦されてほしいと思ってい

る

（来買） 優秀畜産技術者表彰表彰式出席者
衛芳名 所 属 御芳名 所 属

信國卓史 農水省畜産局家畜生産課長 大森昭彦 農水省技術会議事務局振興課長

西尾吉昭 農水省畜産局畜産経営課長 松川 正 農水省畜産試験場長

＂口政志 農水省畜産局自給飼料謀草地開発計画推進室長 松山 茂 農水省家畜衛生試験場長

＇＊英貴 農水省牛乳~l駿譴艮翡佐（全目畜産艮長会裏務局） 佐藤裕 全国畜産課長会会長代理
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Multi Purpose Electrophoresis System 

SCP-800c実用新案申請中）

SCP-800冷却型電気泳動装置は、温度管理の厳しいSSCP電気泳動をはじめ、様々な電気泳動法に適応

します。安全で場所を取りません。直接冷却による正確な温度コントロールと、全域でリップル率1%以下の高性

能電源により精密な電気泳動を可能にしました。品質管理や検査なと厳しい再現性を要求される方に最適の装

1です。

舶塵

、i•囀
●大容量のペルチェ素子使用

●ゲルプレートを直接冷却

• 高性能パワーサプライ内蔵

●完全密閉で極めて安全

• 2枚のゲルを別々に温度管理

●専用プリキャストゲル各種用意

“徊鵬庫
• SSCP 
• S口S PAGE 

• NATIVE PAGE 

• DNA PAGE 

• ポリペプチド分離
• ウエスタンブロッティング（アダプター発売予定）

fl!:界最高の品質をご試用Fさい

電気泳動用プリキャストゲル RESEP GEL 
•一., -,

.. .. --
勺直暉↑

''」 情

__ ,_ 

一, __ 

リセップ ゲル

¥18,500/10枚

発売以来こ好評をいただいておりますRESEPGEL 

を、 94年6月にマイナーチェンジし、さらにグレード

ァップしました。最高の品質と安定性を評価していた

だくため、サンプルを提供させていただいております。

他社のプリキャストゲルに少しでも不満や不安をお持

ちでしたらすぐにこ連絡下さい。さらに弊社ではソフ

トサービスも提供しております。泳動を実行する際、

不明な点や疑問がこざいましたらぜひこ相談下さい。

またカタログモデルでは対応できないサンプルには特別

仕様のゲルを提供しております。おまかせください。

直和科盛株式会社
〒113束沿政）i:l:I.. 湯幼4J'H6番12サ湯幼ハイタウンB棟IF 〒227神奈川県横浜市緑区しらとり台 55- 21 

TEL. (03)3815-404l(ftl FAX. (03)3815-4048 TEL. (045)981-0379 FAX. (045)982-0752 

〒063fL親，Ii西 1:1..J¥卓f10条束 3 I・[] 1番 28り 〒305沃城巣つくば ,ti大字ド横場才：塚 1点227 93 

TEL. (Oil)756-182l(ftl FAX. (011)756-1763 TEL. (0298)37-2181 FAX. (0298)37-2234 



スー／『ーアイミート
家畜生体肉質測定装檀

特長

1生体の体表から皮下脂肪の厚さ ・筋間詣も

の原さ・ロース芯面積をこれまでにないn
度で測定し 各種産肉形質を正確に推定で

きます

②高性能で低コストです

電子リニア走査による超音波測定装置です

専用 ICなどの採用で高画質を得ることかて

き 小型・軽量（約 IQkg)なので容易に移

できます 各種機能が備えられ周辺椀§

への出力端子を備えています この高性阻

装置 を低価格でお届け します

⑥容易な操作性・専用探触子

流動パラフィンを塗り 家畜の体形に合わ

せて作られた探触子（牛・ 豚共用）をあてる

だけで 瞬時に産肉形質を測定できます

仕様 ●電子リニア走査各種機能付 ●専用探触子コート長3
● AC I DOV 50 60Hz ●各種オフション有

一

＇ 
ー

’’‘ 

FHI富士平工業株式会社
東京都文京区本瑯 6丁目 11番 6号 〒II

話東京(03)3812-2271ファクシミリ(03)3812・3&C

YI工 ii!IB」-
●晶祖分野における技術協力の要可'Iはli'実に削大するばかりてなく，その内容も多様化しております。(tり俗産技伯
協会としては， f.i,;'{;_に携わっている技術行の皆様）jに， 海外技術協力に対するこ 理ゞ解を一府深めていただ（ととi
に， i'I ら派追叩"]'求として湘外に赴き，より多くの間発途 1-J ➔,I の人々と技術交流を通じた木IIfJ: 理解を深め，さ駈
その体験をもとにII本の俗廂の発炭に直献していただければと息っております。

●船畜産技術協会は、畜産に関する国際協力を事業目的の一つとしており，海外派遣のた

めの人材登録の業務を行っています。

海外での畜産技術協力に参加したい方々，将来参加しようと考えている方々には是非登

録されることをお奨めします。

Jム

程
"

●具体的には「海外における甘＂危技術協） j専l"J'求派造についての、心向，淵介漿」に，iじ人いただき．
いただくだけて登録されます。調介票については． ド，記にお問い合わせ 1くさい。

社団法人畜産技術協会

〒113東京都文京区湯島 3-20-9緬羊会館内

Tel.03-3836-2301 (代表） Fax.03-3836-2302 
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